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個
人
情
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保
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法

　
５
　
不
正
競
争
防
止
法

　
６
　
通
信
関
連
法
違
反
の
罪
と
他
の
罪
と
の
罪
数
関
係

　
　
（1）
　
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
罪
と
の
関
係

　
　
（2）
　
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
違
反
の
罪
と
の
関
係

　
　
（3）
　
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
罪
と
の
関
係

三
　
海
外
の
主
要
法
令

　
１
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
連
邦
法
）

　
２
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
連
邦
法
）

四
　
ま
と
め

一
　
は
じ
め
に

一
般
に
、
通
信
傍
受
と
は
、
他
人
間
の
通
信
に
対
す
る
無
権
限
の
介
入
行
為
（
通
信
内
容
へ
の
無
権
限
ア
ク
セ
ス
及
び
通
信
内
容
の
無

権
限
取
得
）
を
意
味
す
る（1
）
　
。
そ
の
反
対
解
釈
と
し
て
、
一
般
に
、
通
信
傍
受
の
対
象
が
「
他
人
間
の
通
信
」
で
あ
る
以
上
、
通
信
当
事
者

の
一
方
ま
た
は
双
方
が
通
信
内
容
に
ア
ク
セ
ス
し
ま
た
は
こ
れ
を
取
得
す
る
行
為
は
通
信
傍
受
と
は
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る（2
）
　
。
同
様

に
、
第
三
者
が
通
信
当
事
者
の
一
方
ま
た
は
双
方
の
同
意
を
得
て
そ
の
通
信
当
事
者
の
通
信
内
容
に
ア
ク
セ
ス
し
ま
た
は
こ
れ
を
取
得
す

る
行
為
も
通
信
傍
受
と
は
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る（3
）
　
。
そ
の
よ
う
な
一
般
的
な
理
解
を
前
提
に
、
日
本
国
の
電
気
通
信
事
業
法
等
に
お

け
る
「
通
信
の
秘
密
」
に
対
す
る
侵
害
罪
が
構
成
さ
れ
て
い
る（4
）
　
。

通
信
の
秘
密
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
歴
史
的
・
技
術
的
制
約
に
起
因
す
る
部
分
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
般
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
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タ
が
普
及
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｉ
Ｐ
）
を
用
い
た
電
気
通
信
が
一
般
化
す
る
以
前
の
時
代
に
お
い
て
は
電
気
通
信
に
用
い
る

こ
と
の
で
き
る
技
術
的
手
段
が
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
電
気
的
な
通
信
手
段
が
開
発
さ
れ
一
般
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
に

お
い
て
も
、
通
信
装
置
内
に
通
信
内
容
が
何
ら
か
の
媒
体
に
固
定
的
な
も
の
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
は
基
本
的
に
な
か
っ
た（5
）
　
。
そ
れ
ゆ

え
、
通
信
内
容
の
無
権
限
取
得
は
、
例
え
ば
電
話
盗
聴
の
よ
う
に
、
他
人
間
の
通
信
内
容
に
対
す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
物
理
的
な
傍
受
が

基
本
で
あ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
は
傍
受
者
の
脳
（
記
憶
）
及
び
そ
の
記
憶
の
再
現
で
あ
る
メ
モ
等
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー

ダ
そ
の
他
の
記
録
装
置
が
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
機
械
的
な
自
動
録
音
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

通
信
傍
受
を
基
本
と
し
て
通
信
傍
受
が
理
解
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
は
否
定
し
よ
う
が
な
い（6
）
　
。

し
か
し
、
伝
統
的
な
「
通
信
の
秘
密
」
に
関
す
る
理
解
を
ひ
と
ま
ず
措
い
て
、
現
実
に
あ
る
事
実
を
直
視
し
て
み
る
と
、
非
公
開
の
デ
ー

タ
に
対
す
る
侵
害
行
為
と
い
う
社
会
現
象
は
、
理
論
的
に
も
現
実
に
も
、
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
「
他
人
間
の
通
信
」
よ
り
も
広
い

範
囲
で
発
生
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
（S
p
y
w
a
re

）
と
呼
ば
れ
る
無
権
限
デ
ー
タ
取
得
を
主
た
る
目
的
と
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
通
信
当
事
者
の

一
方
（
被
害
者
）
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
内
部
に
記
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
（
利
用
者
の
個
人
情
報
、
電
話
番
号
、

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
通
信
履
歴
等
）
や
こ
れ
ら
の
装
置
に
よ
っ
て
自
動
的
に
生
成
さ
れ
る
デ
ー
タ
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
位
置
情
報
等
）
を
他
方

の
通
信
当
事
者
（
加
害
者
）
が
無
権
限
で
密
か
に
取
得
す
る
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る（7
）
　
。
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
に
よ
っ
て
無
権
限
取
得
さ
れ

る
デ
ー
タ
は
、
電
気
通
信
に
よ
っ
て
加
害
者
に
送
信
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
そ
の
加
害
者
が
通
信
当
事
者
に
な
っ
て
い
る
た
め
、「
他
人

間
の
通
信
」
に
対
す
る
干
渉
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る（8
）
　
。

ま
た
、
例
え
ば
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社
等
の
第
三
者
に
対
し
て
電
子
メ
ー
ル
通
信
履
歴
を
自
動
送
信
し
、
そ
の
通
信
履
歴
か
ら
自
動

的
に
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ
れ
た
情
報
を
も
と
に
自
動
的
に
商
業
宣
伝
広
告
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
送
信
者
が
同
意
し
て
い
る
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電
子
メ
ー
ル
送
受
信
サ
ー
ビ
ス（9
）
　
で
は
、
通
信
当
事
者
の
一
方
（
送
信
者
）
が
同
意
し
た
上
で
電
子
メ
ー
ル
送
受
信
情
報
等
の
第
三
者
に
対

す
る
自
動
転
送
が
実
行
さ
れ
て
い
る
以
上
、
個
々
の
電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
そ
れ
自
体
と
し
て
は
「
他
人
間
の
通
信
」
に
該
当
す
る
と
し

て
も
、
当
該
第
三
者
は
（
通
信
当
事
者
で
は
な
く
て
も
）
当
該
電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
に
適
法
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す

る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
通
信
当
事
者
の
一
方
の
同
意
に
基
づ
く
行
為
と
し
て
違
法
性
阻
却
事
由
が
あ
り
、「
通
信
の

秘
密
」
に
対
す
る
侵
害
行
為
は
成
立
し
な
い
と
解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り（10
）
　
、
そ
の
よ
う
な
理
解
を
示
す
裁
判
例
も
あ
る（11
）
　
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
、
伝
統
的
な
理
解
に
基
づ
く
「
通
信
の
秘
密
」
の
侵
害
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
電
子

メ
ー
ル
を
受
信
す
る
側
の
通
信
当
事
者
が
同
意
を
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
当
該
電
子
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
側
の
通
信

当
事
者
に
と
っ
て
は
「
電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
が
秘
密
通
信
の
一
種
で
あ
る
」
と
の
信
頼
を
損
な
う
結
果
を
招
き
か
ね
な
い
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
事
案
に
も
よ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
電
子
メ
ー
ル
は
当
事
者
限
り
の
秘
密
の
も
の
で
あ
る
」
と
の
信
頼
を
侵
害

す
る
行
為
と
し
て
、
そ
の
違
法
性
を
検
討
す
べ
き
余
地
は
あ
り
得
る
と
考
え
る（12
）
　
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
一
例
と
し
て
示
し
た
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
等
の
よ
う
に
、
伝
統
的
な
意
味
で
の
通
信
の
秘
密
に
対
す
る
侵
害
と
は
な
ら

な
い
よ
う
な
行
為
を
含
め
、
お
よ
そ
、
秘
密
の
デ
ー
タ
及
び
そ
の
送
受
信
に
対
す
る
無
権
限
ア
ク
セ
ス
及
び
そ
の
内
容
の
無
権
限
取
得
を

一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
認
識
・
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、
ア
ク
セ
ス
制
御
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
無
権
限
ア
ク

セ
ス
行
為
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
と
し
て
処
罰
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
、
機
密
の
デ
ー
タ
に
対
す
る
無
権
限
ア
ク
セ
ス
行
為
に
関
す
る

日
本
国
の
法
制
は
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
機
密
デ
ー
タ
に
対
す
る
無
権
限
ア
ク
セ
ス
行
為
及
び
機
密
デ
ー
タ
の
無
権
限
取
得
行
為
に
は
非
常
に
多
種
多
様

な
も
の
が
含
ま
れ
得
る（13
）
　
。
そ
の
よ
う
な
行
為
の
中
で
も
、
錯
誤
に
陥
っ
た
被
害
者
を
道
具
と
す
る
間
接
正
犯
的
な
行
為
に
よ
っ
て
機
密
デ
ー
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タ
を
取
得
す
る
犯
罪
類
型
と
し
て
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（P

h
ish
in
g

）
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る（14
）
　
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
も
各
方
面
か
ら
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
き
た（15
）
　
。

以
上
の
よ
う
に
、
機
密
デ
ー
タ
に
対
す
る
無
権
限
ア
ク
セ
ス
及
び
機
密
デ
ー
タ
の
無
権
限
取
得
に
関
し
て
は
論
ず
べ
き
点
が
か
な
り
多

数
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
文
は
、
あ
く
ま
で
も
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
文
脈
を
離
れ
て
検
討
・
考
察
が
散

漫
と
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
主
と
し
て
他
人
間
の
秘
密
通
信
に
対
す
る
干
渉
行
為
と
し
て
の
通

信
傍
受
行
為
に
絞
っ
て
、
日
本
国
の
法
令
に
よ
る
処
罰
及
び
海
外
の
関
連
法
令
に
よ
る
処
罰
に
つ
い
て
論
ず
る
。

な
お
、
日
本
国
の
通
信
傍
受
法
（
平
成
一
一
年
法
律
第
一
三
七
号
）
に
基
づ
く
通
信
傍
受（16
）
　
及
び
こ
れ
に
類
す
る
監
視（17
）
　
は
、
平
時
に
お
け

る
「
法
令
に
基
づ
く
行
為
」
と
し
て
違
法
性
阻
却
と
な
る
（
刑
法
三
五
条
）。
日
本
国
に
限
ら
ず
、
犯
罪
捜
査
の
目
的
で
裁
判
所
の
発
す
る

令
状
に
基
づ
く
通
信
傍
受
は
、
一
般
に
、
違
法
性
阻
却
と
な
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
時
に
お
け
る
軍
事
目
的
で
の
通
信
傍
受（18
）
　
は
、

と
り
わ
け
違
法
性
阻
却
と
の
関
係
に
お
い
て
、
平
時
に
お
け
る
法
的
課
題
の
検
討
と
は
異
な
る
要
素
を
多
く
含
む
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら

の
通
信
傍
受
に
関
し
て
は
、
本
論
文
に
お
け
る
検
討
対
象
と
し
な
い
。

ま
た
、
本
論
文
は
、
特
に
明
記
し
な
い
限
り
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
日
現
在
の
時
点
で
有
効
な
法
令
を
前
提
と
し
て
い
る
。

二
　
通
信
傍
受
に
適
用
可
能
な
日
本
国
の
法
令

１
　
法
制
の
全
体
構
造

通
信
傍
受
行
為
に
つ
い
て
、
全
体
の
流
れ
を
一
般
的
に
観
察
し
て
み
る
と
、
①
通
信
傍
受
に
用
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
機
器
類
の
準
備
・
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作
成
、
②
通
信
傍
受
行
為
の
実
行
及
び
③
通
信
傍
受
し
た
情
報
内
容
の
取
得
・
保
存
・
利
用
の
三
つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
実
質
的
に
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
例
え
ば
、
通
信
傍
受
に
用
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
機
器
類
を
単
に
準
備
・
作
成
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
行
為
は
、
通
信
傍
受
行
為
の
実
行
行
為
と
も
な
る
。
ま
た
、
通
信
傍
受
行
為
を
実
行
す
る
と
傍
受
さ

れ
る
通
信
の
内
容
を
直
ち
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
（
録
音
機
や
デ
ー
タ
記
録
装
置
等
を
用
い
て
自
動
記
録
す
る
場
合
を
含
む
。）

に
は
、
通
信
傍
受
行
為
の
実
行
と
通
信
内
容
の
取
得
・
保
存
行
為
と
が
同
時
に
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
傍
受
さ
れ
た
通
信
内
容

が
他
の
通
信
傍
受
の
た
め
に
利
用
可
能
な
場
合
に
は
、
傍
受
し
た
通
信
内
容
の
利
用
が
直
ち
に
新
た
な
通
信
傍
受
の
準
備
行
為
と
も
な
る
。

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
連
続
し
て
循
環
的
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
個
別
に
独
立
し
た
行
為
と
し
て
実
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
論
理
的
に
は
相
互
に
関
係
す
る
行
為
と
な
り
得
る
こ
と
を
正
確
に
理
解
し
た
上
で
、
も
し
複
数
の
犯
罪
が
成
立
す
る
場
合
に
は

そ
の
罪
数
関
係
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
様
に
、
共
犯
関
係
に
つ
い
て
も
、
正
犯
の
行
為
の
罪
数
を
正
確
に
理
解
し
た
上
で
正
し

く
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
図
１
）。

通
信
傍
受
に
関
し
て
適
用
可
能
な
日
本
国
の
刑
罰
法
令
（
罰
則
の
あ
る
行
政
法
規
等
を
含
む
。）
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
九
年
法
律
第
八
六
号
）、
有
線
電
気
通
信
法
（
昭
和
二
八
年
法
律
第
九
六
号
）
及
び
電
波
法
（
昭
和

二
五
年
法
律
第
一
三
一
号
）
の
三
つ
の
法
令
で
あ
る
（
以
下
、
こ
れ
ら
三
つ
の
法
令
を
総
称
す
る
場
合
に
は
「
通
信
関
連
法
」
と
い
う（19
）
　
。）。

通
信
関
連
法
は
、
主
と
し
て
、
通
信
傍
受
行
為
そ
れ
自
体
を
「
通
信
の
秘
密
を
侵
す
罪
」
と
し
て
処
罰
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
通
信
傍
受
に
よ
っ
て
取
得
し
た
情
報
内
容
を
第
三
者
に
提
供
す
る
行
為
（
漏
示
）
や
自
己
ま
た
は
権
限
を
有
し
な
い
第
三
者
の
た

め
に
利
用
す
る
行
為
（
窃
用
）
は
、
通
信
傍
受
に
よ
っ
て
取
得
し
た
通
信
内
容
を
利
用
す
る
行
為
に
該
当
す
る
。

他
方
で
、
通
信
傍
受
の
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
作
成
・
取
得
・
提
供
・
供
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
不
正
指
令
電
磁
的

記
録
に
関
す
る
罪
（
刑
法
一
六
八
条
の
二
、
同
条
の
三
）
が
成
立
し
得
る
。
こ
の
罪
は
、
主
と
し
て
、
通
信
傍
受
に
用
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
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図１：通信傍受と関連する行為の相互関係
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ア
の
準
備
・
作
成
に
該
当
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
実
行
す
る
行
為
は
、
通
信
傍
受
行
為
そ
れ
自
体
と
も
な
り
得

る
。
ま
た
、
通
信
傍
受
に
よ
っ
て
取
得
し
た
情
報
内
容
が
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
を
含
む
場
合
に
は
、
通
信
傍
受
に
よ
り
取
得
し
た
内
容

の
利
用
行
為
が
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
の
取
得
・
保
管
行
為
を
も
構
成
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
や
支
払
用
カ
ー
ド
電

磁
的
記
録
に
関
す
る
罪
等
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
に
し
て
検
討
を
進
め
る（20
）
　
。

２
　
通
信
関
連
法

通
信
関
連
法
は
、
日
本
国
に
お
け
る
通
信
行
政
の
基
本
と
な
る
法
令
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
法
令
に
規
定
す
る
罰
則
こ
そ
が
通

信
の
秘
密
と
関
連
す
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
対
応
す
る
上
で
最
も
重
要
な
処
罰
条
項
と
も
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
通
信
関
連
法
は
、
物
的
・
技
術
的
な
通
信
手
段
と
い
う
点
で
は
同
一
の
部
類
に
属
す
る
情
報
通
信
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
電
気
通
信
は
有
線
通
信
及
び
無
線
通
信
の
別
を
問
わ
ず
（
電
気
通
信
事
業
法
二
条
一
号
）、
か
つ
、
電
気
通
信
事
業
者
（
同
法
二

条
五
号（21
）
　
）
が
取
扱
う
通
信
に
関
し
て
は
専
ら
電
気
通
信
事
業
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
有
線
電
気
通
信
法
及
び
電
波

法
は
、
電
気
通
信
事
業
者
以
外
の
者
が
取
扱
う
通
信
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
有
線
電
気
通
信
法
及
び
電
波
法
の

う
ち
、
有
線
電
気
通
信
法
は
有
線
電
気
通
信
（
有
線
電
気
通
信
法
二
条
一
項
）
に
、
電
波
法
は
無
線
通
信
（
電
波
法
二
条
二
号
）
に
そ
れ

ぞ
れ
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
適
用
関
係
を
図
示
す
る
と
、
表
１
の
と
お
り
と
な
る（22
）
　
。

従
来
、
こ
の
よ
う
な
法
適
用
上
の
区
分
は
、
ほ
と
ん
ど
紛
れ
の
な
い
明
瞭
な
も
の
と
し
て
一
般
に
理
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
も
疑
義
が
生
ず
る
こ
と
は
比
較
的
稀
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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表
１
・・
通
信
関
連
法
の
適
用
関
係

電
気
通
信
事
業
者
に
よ
る
通
信

電
気
通
信
事
業
者
以
外
の
者
に
よ
る
通
信

有
線
通
信

電
気
通
信
事
業
法

有
線
電
気
通
信
法

無
線
通
信

電
波
法

し
か
し
、
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
（C

lo
u
d
C
o
m
p
u
tin
g

）
や
仮
想
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
（V

irtu
a
l
C
o
m
p
u
tin
g

）
の
登

場
に
よ
っ
て
、
法
適
用
上
の
明
瞭
性
に
変
化
が
生
じ
て
、
あ
た
か
も
雲
が
か
か
っ
た
か
の
よ
う
な
状
況
と
な
り
つ
つ
あ
る（23
）
　
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
た
法
適
用
関
係
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
ず
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
応
用
問
題
を
検
討
す
る
際
の
大
前
提
と

な
る
普
通
の
通
信
形
態
を
前
提
に
、
通
信
傍
受
に
つ
い
て
適
用
可
能
な
罰
則
に
つ
い
て
述
べ
る
。

∏
　
通
信
の
秘
密
の
意
義

通
信
関
連
法
に
お
け
る
罰
則
は
、「
通
信
の
秘
密
」
を
保
護
法
益
と
し
て
い
る（24
）
　
。

通
信
の
秘
密
の
概
念
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
二
項
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
営
の
通
信
事
業
の
み
が
認
め

ら
れ
て
い
る
国
家
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
国
に
よ
る
検
閲
や
通
信
傍
受
が
最
大
の
法
的
課
題
と
な
る
た
め
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
憲
法
上
の

人
権
保
障
が
重
要
と
な
る
。
日
本
国
に
お
い
て
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
前
の
時
代
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

等
に
関
す
る
法
律
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
・
昭
和
五
九
年
法
律
第
八
五
号
）
等
に
基
づ
い
て
通
信
事
業
が
広
く
一
般
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
以

前
、
主
と
し
て
電
信
電
話
公
社
に
よ
っ
て
通
信
事
業
が
独
占
さ
れ
て
い
た
時
代
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る（25
）
　
。

し
か
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
等
に
基
づ
く
電
信
電
話
公
社
の
分
割
・
民
営
化（26
）
　
の
後
、
通
信
事
業
が
民
間
企
業
に
よ
っ
て
も
広
く
一
般
に
遂
行
さ
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れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
国
と
国
民
と
の
間
を
規
律
す
る
法
的
概
念
の
一
つ
で
あ
る
基
本
的
人
権
の
一
種
と
し
て
の
み
「
通
信
の
秘
密
」

を
と
ら
え
る
の
で
は
理
論
的
に
無
理
が
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
日
、
私
人
と
し
て
の
通
信
会
社
と
私
人
と
し
て
の
当
該
通
信
会
社
に
よ
る
通
信
役
務
利
用
者
と
の
間
ま
た
は
い
ず
れ
も
私
人
で
あ
る

通
信
当
事
者
間
に
お
け
る
「
通
信
の
秘
密
」
に
関
し
て
は
、
憲
法
論
の
立
場
か
ら
は
人
権
保
障
の
私
人
間
効
力
の
問
題
と
し
て
理
解
す
る

の
が
通
例
で
あ
る（27
）
　
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
最
高
裁
は
、
一
貫
し
て
直
接
的
な
効
力
を
認
め
ず
、
公
序
良
俗
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
と
し

て
間
接
的
な
効
力
を
有
す
る
と
の
判
断
を
示
し
て
い
る（28
）
　
。

こ
の
よ
う
な
憲
法
学
上
の
議
論
は
あ
る
。
し
か
し
、
非
公
開
通
信
に
関
し
て
そ
の
内
容
が
秘
密
の
も
の
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
、

特
別
の
正
当
化
事
由
（
違
法
性
阻
却
事
由
）
が
な
い
限
り
、
そ
の
秘
密
と
さ
れ
て
い
る
通
信
内
容
等
を
第
三
者
が
取
得
す
る
行
為
（
不
特

定
多
数
の
者
に
公
開
す
る
よ
う
な
場
合
を
含
む
。）
が
通
信
の
秘
密
に
対
す
る
侵
害
と
な
る
と
い
う
理
解
を
否
定
す
る
者
は
基
本
的
に
存
在

し
な
い
と
考
え
て
良
い
。
そ
の
意
味
で
、「
通
信
の
秘
密
」
は
、
民
法
七
〇
九
条
に
規
定
す
る
法
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
一
つ
と
し

て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
通
信
関
連
法
に
お
け
る
罰
則
と
の
関
係
で
も
保
護
法
益
と
し
て
の
実
質

を
有
し
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
法
的
利
益
（「
通
信
の
秘
密
」
と
い
う
表
現
で
示
さ
れ
る
法
的

利
益
の
実
質
的
内
容
）
は
、
一
般
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益
の
一
部
を
構
成
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る（29
）
　
。

た
だ
、
仔
細
に
検
討
す
る
と
、「
通
信
の
秘
密
」
の
具
体
的
内
容
ま
た
は
構
成
要
素
及
び
そ
の
保
護
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
議
論

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
条
約
の
一
四
条
以
下
に
規
定
す
る
刑
事
手
続
条
項
に
お
い
て
、
通
信
記
録
（tra

ffi
c

d
a
ta

）
と
通
信
内
容
（co

n
ten
t
d
a
ta

）
と
の
間
に
刑
事
事
件
捜
査
上
の
取
扱
い
の
差
を
設
け
て
い
る
の
も
そ
の
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

少
な
く
と
も
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
条
約
の
起
草
者
の
理
解
と
し
て
は
、
特
定
の
通
信
の
発
信
地
、
中
継
地
及
び
到
達
地
と
い
っ
た
通
信
記
録

を
捜
査
官
が
取
得
す
る
行
為
は
、
通
信
内
容
を
取
得
す
る
場
合
よ
り
も
人
権
侵
害
の
程
度
が
低
い
と
さ
れ
て
い
る（30
）
　
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
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般
に
、
通
信
の
秘
密
の
具
体
的
対
象
と
し
て
、
通
信
の
本
体
（
通
信
当
事
者
及
び
通
信
内
容（31
）
　
）
と
通
信
記
録
（
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
等
の
技
術

的
要
素
）
と
は
等
し
く
通
信
の
秘
密
に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
法
的
保
護
の
程
度
に
差
異
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
と

理
解
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

な
お
、
通
信
の
秘
密
は
、
音
声
に
よ
る
会
話
の
傍
受
の
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
介
し
た

デ
ー
タ
通
信
の
場
合
に
お
い
て
も
当
然
に
保
護
の
対
象
と
な
る（32
）
　
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
通
信
関
連
法
に
お
け
る
「
通
信
の
秘
密
」
の
本
質
は
、
情
報
通
信
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益
と
同
内
容
の

も
の
で
あ
る
と
解
し
て
何
ら
差
支
え
が
な
い
。
そ
し
て
、
現
実
に
発
生
す
る
通
信
傍
受
行
為
の
多
く
は
、
通
信
関
連
法
に
規
定
す
る
通
信

の
秘
密
を
侵
す
罪
（
通
信
の
秘
密
侵
害
罪
）
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

π
　
侵
害
の
態
様

一
般
に
、
通
信
の
秘
密
に
対
す
る
侵
害
行
為
は
、
知
得
、
漏
示
及
び
窃
用
の
三
つ
の
行
為
類
型
に
分
類
し
得
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る（33
）
　
。

た
だ
し
、
正
確
に
は
、
通
信
関
連
法
中
の
全
て
の
罰
則
に
お
い
て
、
知
得
罪
、
漏
示
罪
ま
た
は
窃
用
罪
と
い
う
犯
罪
が
個
別
に
規
定
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
後
述
の
電
波
法
五
九
条
は
、
傍
受
、
漏
示
及
び
窃
用
の
三
つ
の
タ
イ
プ
の
行
為
を
、
無
線
通

信
の
秘
密
を
侵
す
行
為
と
し
て
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
同
法
一
〇
九
条
（
漏
示
及
び
窃
用
）
及
び
同
法
一
〇
九
条
の
二
（
暗
号

通
信
の
傍
受
）
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
。
し
か
し
、
電
気
通
信
事
業
法
及
び
有
線
電
気
通
信
法
で
は
そ
の
よ
う
な
行
為
類
型
を
示
す
条
項
は

存
在
し
な
い
。
電
気
通
信
事
業
法
及
び
有
線
電
気
通
信
法
の
解
釈
・
運
用
に
お
い
て
知
得
、
漏
示
及
び
窃
用
の
概
念
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、

あ
く
ま
で
も
講
学
上
の
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
法
令
中
に
そ
の
よ
う
な
構
成
要
件
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
電
気
通
信
事
業
法
及
び
有
線
電
気
通
信
法
の
定
め
る
罰
則
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
も
「
通
信
の
秘
密
を
侵
す
罪
」
と
な
る
。
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_
　
知
得

「
知
得
」
と
は
、
積
極
的
に
傍
受
す
る
行
為
を
指
す
と
解
さ
れ
て
い
る（34
）
　
。
こ
の
傍
受
と
は
、
権
限
な
く
通
信
内
容
に
ア
ク
セ
ス
し
、
そ

の
内
容
を
取
得
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
、
電
波
法
違
反
の
場
合
に
は
、
暗
号
通
信
を
解
読
す
る
行
為
の
み
が
傍
受
行
為
に
該
当
す

る
（
電
波
法
一
〇
九
条
の
二
）。

一
般
に
、
電
波
法
違
反
の
場
合
を
除
き
、
知
得
（
通
信
傍
受
）
の
方
法
に
は
限
定
が
な
い
。
電
気
通
信
の
場
合
で
あ
っ
て
そ
の
通
信
内

容
を
人
間
が
直
接
に
認
識
・
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
何
ら
か
の
記
録
装
置
や
記
録
媒
体
に
通
信
内
容
を
記
録
し
た
時
点

で
知
得
罪
と
し
て
は
既
遂
に
達
し（35
）
　
、
そ
の
時
点
で
行
為
者
が
通
信
内
容
を
認
識
・
理
解
す
る
こ
と
を
要
し
な
い（36
）
　
。

た
だ
し
、
非
常
に
強
固
な
暗
号
手
法
に
よ
っ
て
暗
号
化
さ
れ
た
機
密
通
信
等
の
よ
う
に
、
通
常
利
用
可
能
な
手
段
に
よ
っ
て
は
通
信
内

容
を
解
読
し
て
認
識
・
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
暗
号
に
つ
い
て
復
号
す
る
権
限
を
有
す
る
者
に
と
っ
て
は
復
号
可

能
と
い
う
意
味
で
不
能
犯
に
は
該
当
し
な
い
が
、
知
得
行
為
の
未
遂
に
該
当
す
る
も
の
と
解
す
る
。

一
定
の
分
量
の
通
信
内
容
を
知
得
し
た
場
合
の
罪
数
に
つ
い
て
は
、
事
案
に
よ
り
、
併
合
罪
と
な
る
場
合（37
）
　
と
包
括
一
罪（38
）
　
と
な
る
場
合
と

が
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
通
信
内
容
を
知
得
す
る
た
め
に
あ
る
程
度
の
時
間
を
要
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
通
信
内
容

が
社
会
通
念
上
一
個
の
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
場
合（39
）
　
に
は
、
単
純
一
罪
と
し
て
処
理
す
べ
き
で
あ
る
。

`
　
漏
示

「
漏
示
」
と
は
、（
知
得
に
よ
る
場
合
と
知
得
以
外
に
よ
る
場
合
と
を
含
め
）
何
ら
か
の
原
因
に
よ
り
取
得
し
た
他
人
の
通
信
内
容
を
第

三
者
が
知
り
得
る
状
態
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る（40
）
　
。
た
だ
し
、
通
信
内
容
が
秘
密
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
か
ら
、
当
該

通
信
内
容
が
客
観
的
に
秘
密
性
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
漏
示
罪
は
成
立
し
得
な
い（41
）
　
。
ま
た
、
そ
の
通
信
内
容
が
既
に
広
く
知

ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
通
信
の
秘
密
性
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
漏
示
」
に
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
得
る（42
）
　
。
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知
得
し
た
者
が
当
該
知
得
し
た
通
信
内
容
等
を
第
三
者
に
漏
示
し
た
場
合
の
罪
数
に
つ
い
て
は
、
別
個
の
行
為
と
し
て
併
合
罪
に
な
る

こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
知
得
と
漏
示
と
が
同
時
に
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
事
案
に
よ
り
、
観
念
的
競
合
ま
た
は
包
括
一
罪
と

し
て
処
理
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
漏
示
す
る
者
自
身
が
当
該
通
信
内
容
を
知
得
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

り
、
誰
か
が
知
得
し
た
通
信
内
容
を
記
録
し
た
媒
体
を
入
手
し
、
そ
の
内
容
を
第
三
者
に
提
供
す
れ
ば
漏
示
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る（43
）
　
。

a
　
窃
用

「
窃
用
」
と
は
、
本
人
の
意
思
に
反
し
て
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る（44
）
　
。
ま
た
、

一
般
に
、「
窃
用
」
は
、
積
極
的
に
取
得
す
る
行
為
を
意
味
し
、
偶
然
の
結
果
と
し
て
情
報
を
取
得
し
て
し
ま
っ
た
場
合（45
）
　
を
含
ま
な
い
と
解

さ
れ
て
い
る（46
）
　
。

罪
数
に
つ
い
て
は
、
知
得
と
漏
示
の
場
合
に
準
じ
て
考
え
れ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
。
知
得
、
漏
示
及
び
窃
用
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
行
為
と

し
て
全
て
実
行
さ
れ
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
事
案
に
よ
り
、
全
て
の
行
為
を
包
括
一
罪
と
し
て
処
理
す
べ
き
場
合
も
あ
り
得
る
。

ª
　
電
気
通
信
事
業
法
上
の
罰
則

電
気
通
信
事
業
法
四
条
一
項
は
「
電
気
通
信
事
業
者
の
取
扱
中
に
係
る
通
信
の
秘
密
は
、
侵
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
同
条
二

項
は
「
電
気
通
信
事
業
に
従
事
す
る
者
は
、
在
職
中
電
気
通
信
事
業
者
の
取
扱
中
に
係
る
通
信
に
関
し
て
知
り
得
た
他
人
の
秘
密
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る（47
）
　
。

い
ず
れ
も
通
信
の
秘
密
を
保
護
す
べ
き
義
務
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
条
一
項
は
、
通
常
は
他
人
間
の
通
信
内
容
を
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
者
が
、
無
権
限
で
他
人
間
の
通
信
内
容
に
ア
ク
セ
ス
ま
た
は
こ
れ
を
取
得
す
る
な
ど
の
行
為
に
よ
り
、
通
信
の
秘
密
を
侵
害
す

る
行
為
類
型
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
同
条
二
項
は
、
電
気
通
信
事
業
に
従
事
す
る
者
（
使
用
者
、
管
理
者
、
従
業
員
な
ど
）

が
、
電
気
通
信
事
業
上
の
業
務
を
遂
行
す
る
上
で
知
る
こ
と
が
あ
り
得
る
他
人
の
通
信
内
容
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
第
三
者
に
漏
示
ま
た
は
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窃
用
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
、
特
別
の
地
位
に
基
づ
く
守
秘
義
務
を
定
め
る
も
の
と
し
て
理
解

さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
同
法
三
条
は
、「
電
気
通
信
事
業
者
の
取
扱
中
に
係
る
通
信
は
、
検
閲
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る（48
）
　
。「
検
閲
」
と
は
、

国
そ
の
他
の
公
権
力
主
体
が
私
人
間
の
通
信
内
容
を
知
得
す
る
こ
と
に
よ
り
通
信
の
秘
密
を
侵
害
す
る
行
為
を
指
す
と
解
さ
れ
る（49
）
　
。
こ
の

よ
う
に
解
す
る
場
合
、
通
信
の
秘
密
を
侵
害
す
る
加
害
者
が
国
そ
の
他
の
公
権
力
主
体
で
あ
る
場
合
に
、
い
わ
ば
身
分
犯
的
に
成
立
す
る

違
法
行
為
が
検
閲
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る（50
）
　
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
通
信
傍
受
の
禁
止
を
定
め
る
条
項
は
、
同
法
三
条
（
加
害
者
が
国
そ
の
他
の
公
権
力
主
体
で
あ
る
場
合
）
及
び

同
法
四
条
一
項
（
加
害
者
が
国
そ
の
他
の
公
権
力
主
体
で
は
な
い
場
合
）
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
電
気
通
信
事
業
者
の
取
扱
中
に
係
る
通
信
の
秘
密（51
）
　
を
侵
す
行
為
に
つ
い
て
は
、
罰
則
の
適
用
が
あ
り
、
二
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
同
法
一
七
九
条
一
項
）。
ま
た
、
電
気
通
信
事
業
者
の
取
扱
中
に
係
る
通
信
の
秘
密
を
侵

す
行
為
を
実
行
す
る
者
が
電
気
通
信
事
業
に
従
事
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
は
三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
二
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
る
（
同
条
二
項
）。
こ
れ
ら
の
行
為
の
未
遂
行
為
も
処
罰
さ
れ
る
（
同
条
三
項（52
）
　
）。

同
法
三
条
に
規
定
す
る
検
閲
の
禁
止
に
違
反
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
直
接
の
罰
則
が
な
い
。
し
か
し
、
既
述
の
と
お
り
、
同
法
三
条

の
検
閲
を
同
法
四
条
一
項
の
行
為
の
身
分
犯
的
な
行
為
で
あ
る
と
解
す
る
と
す
れ
ば
、
国
そ
の
他
の
公
権
力
主
体
が
検
閲
を
す
る
場
合
で

あ
っ
て
も
通
信
の
秘
密
を
侵
し
て
い
る
こ
と
に
は
何
ら
変
わ
り
が
な
い
の
で
、
同
法
一
七
九
条
一
項
（
通
信
の
秘
密
侵
す
罪
）
の
罰
則
が

適
用
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
国
そ
の
他
の
公
権
力
主
体
は
、
電
気
通
信
事
業
に
従
事
す
る
者
で
は
な
い
の
で
、
同
法
一

七
九
条
二
項
の
過
重
処
罰
規
定
の
適
用
が
な
い
。
こ
れ
は
、
か
な
り
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
罰
則
の
欠
缺
の
一
種
だ
と
理
解
す

る
し
か
な
い（53
）
　
。
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º
　
有
線
電
気
通
信
法
上
の
罰
則

有
線
電
気
通
信
法
九
条
は
、
有
線
電
気
通
信
の
秘
密
は
、
侵
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

電
気
通
信
事
業
者
が
取
扱
う
通
信
に
関
す
る
電
気
通
信
事
業
法
四
条
一
項
に
規
定
す
る
通
信
の
秘
密
の
場
合
は
除
外
さ
れ
て
い
る
（
有

線
電
気
通
信
法
九
条
括
弧
書
き
）。
こ
れ
は
、
既
述
の
と
お
り
、
有
線
電
気
通
信
事
業
法
が
電
気
通
信
事
業
者
の
取
扱
う
通
信
以
外
の
有
線

通
信
に
の
み
適
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
、
有
線
電
気
通
信
事
業
法
の
適
用
対
象
が
電
気
通
信
事
業
者
で
は
な
い
関
係
か
ら
、
有

線
電
気
通
信
に
お
い
て
電
気
通
信
事
業
法
四
条
二
項
に
該
当
す
る
よ
う
な
場
合
は
あ
り
得
な
い
こ
と
と
な
る
。

そ
し
て
、
同
法
九
条
に
規
定
す
る
有
線
電
気
通
信
に
お
け
る
通
信
の
秘
密
を
侵
す
行
為（54
）
　
に
対
し
て
は
罰
則
の
適
用
が
あ
り
、
二
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
同
法
一
四
条
一
項
）。
ま
た
、
有
線
電
気
通
信
の
業
務
に
従
事
す
る
者
が
有
線
電

気
通
信
に
お
け
る
通
信
の
秘
密
を
侵
す
行
為
を
し
た
と
き
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
同

条
二
項
）。
こ
れ
ら
の
罪
の
未
遂
行
為
も
処
罰
さ
れ
る
（
同
法
一
五
条
）。

今
日
の
社
会
に
お
い
て
は
、
営
利
企
業
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
（
Ｉ
Ｓ
Ｐ
ｓ
）
が
提
供
す
る
通
信
接
続
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
を
す
る
こ
と
が
普
通
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
通
常
の
情
報
通
信
に
関
し
て
は
電
気
通
信
事
業
法
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
有
線
電
気
通
信
法
が
適
用
さ
れ
る
場
面
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
誤
解
す
る
者
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
大
学
の
施
設
内
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
な
ど
の
よ
う
に
、
電

気
通
信
事
業
者
が
全
く
関
与
し
な
い
有
線
電
気
通
信
は
か
な
り
多
数
存
在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
通
信
網
の
中
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
の
た
め
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
携
帯
電
話
を
用
い
た
構
内
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
う
ち
有
線
通
信

で
構
成
さ
れ
て
い
る
部
分
の
よ
う
な
も
の
も
含
ま
れ
る（55
）
　
。
そ
の
意
味
で
、
有
線
電
気
通
信
法
の
重
要
性
は
現
時
点
で
も
失
わ
れ
て
い
な
い

ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
非
常
に
大
き
な
重
要
性
を
維
持
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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と
こ
ろ
が
、
近
時
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
中
に
は
、
特
定
の
施
設
内
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ

ど
も
、
実
際
の
物
理
構
造
と
し
て
は
外
部
の
電
気
通
信
事
業
者
が
提
供
す
る
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
借
り
て
運
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

る（56
）
　
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
専
ら
電
気
通
信
事
業
法
の
み
が
適
用
さ
れ
る
と
考
え
る
べ
き
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
事
案
に
よ
り
、

部
分
的
に
電
気
通
信
事
業
者
が
全
く
関
与
し
て
い
な
い
構
成
部
分
が
存
在
し
得
る
こ
と
か
ら
、
法
の
適
用
関
係
を
考
え
る
際
に
は
、
当
該

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
物
理
構
造
に
つ
い
て
正
確
な
事
実
認
識
を
も
つ
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
同
様
の
場
合
に
お
い
て
、

法
律
論
と
し
て
は
、
電
気
通
信
事
業
法
及
び
有
線
電
気
通
信
法
が
競
合
し
て
適
用
さ
れ
得
る
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

し
、
ま
た
、
電
波
法
も
競
合
し
て
適
用
さ
れ
得
る
場
合
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
具
体
的
な
事
案
に
よ
っ

て
異
な
る
の
で
、
詳
論
を
避
け
る
。

Ω
　
電
波
法
上
の
罰
則

無
線
通
信
に
お
け
る
通
信
の
秘
密
に
関
す
る
基
本
法
規
は
電
波
法
で
あ
る（57
）
　
。

電
波
法
五
九
条
は
、
特
定
の
相
手
方
に
対
し
て
行
わ
れ
る
無
線
通
信
を
傍
受
し
て
そ
の
存
在
も
し
く
は
内
容
を
漏
ら
し
ま
た
は
こ
れ
を

窃
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る（58
）
　
。
た
だ
し
、
電
気
通
信
事
業
法
四
条
一
項
の
通
信
の
秘
密
に
該
当
す
る
も
の
は
除
外
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
有
線
電
気
通
信
法
と
の
関
係
で
述
べ
た
と
こ
ろ
と
同
じ
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

罰
則
に
つ
い
て
は
、
電
波
法
は
、
漏
示
と
窃
用
に
つ
い
て
罰
則
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、
傍
受
の
う
ち
暗
号
通
信
の
解
読
行
為
の
み
を
処

罰
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
般
に
、
暗
号
化
さ
れ
て
い
な
い
無
線
通
信
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
受
信
し
て
そ
の
通
信
内
容
を
知
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る（59
）
　
。

ま
ず
、
電
波
法
一
〇
九
条
一
項
は
、
無
線
局
の
取
扱
中
に
係
る
無
線
通
信
の
秘
密（60
）
　
を
漏
ら
し（61
）
　
ま
た
は
窃
用（62
）
　
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲

役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
規
定
し
、
ま
た
、
同
条
二
項
は
、
無
線
通
信
の
業
務
に
従
事
す
る
者
が
そ
の
業
務
に
関
し
知
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り
得
た
前
項
の
秘
密
を
漏
ら
し
ま
た
は
窃
用
し
た
と
き
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
規
定
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
罰
則
の
趣
旨
等
に
つ
い
て
は
、
電
気
通
信
事
業
者
が
取
扱
う
電
気
通
信
以
外
の
無
線
通
信
で
あ
る
点
を
除
い
て
は
、
電

気
通
信
事
業
法
上
の
罰
則
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
と
同
じ
で
あ
る
。

他
方
、
同
法
一
〇
九
条
の
二
第
一
項
は
、「
暗
号
通
信
を
傍
受
し
た
者
又
は
暗
号
通
信
を
媒
介
す
る
者
で
あ
っ
て
当
該
暗
号
通
信
を
受
信

し
た
も
の
」
が
、
当
該
暗
号
通
信
の
秘
密
を
漏
ら
し
、
ま
た
は
窃
用
す
る
目
的
で
、
そ
の
内
容
を
復
元
し
た
と
き
は
、
一
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
規
定
し
、
ま
た
、
同
条
二
項
は
、
無
線
通
信
の
業
務
に
従
事
す
る
者
が
、
同
条
一
項
項
の
罪

を
犯
し
た
と
き
（
そ
の
業
務
に
関
し
暗
号
通
信
を
傍
受
し
ま
た
は
受
信
し
た
場
合
に
限
る
。）
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
未
遂
行
為
も
処
罰
さ
れ
る
（
同
条
の
二
第
四
項
）。

こ
れ
ら
の
条
項
に
規
定
す
る
「
暗
号
通
信
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
同
条
三
項
は
、「
通
信
の
当
事
者
（
当
該
通
信
を
媒
介
す
る
者
で
あ
っ

て
、
そ
の
内
容
を
復
元
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
を
含
む
。）
以
外
の
者
が
そ
の
内
容
を
復
元
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
が
行
わ

れ
た
無
線
通
信
を
い
う
」
と
定
義
し
て
い
る（63
）
　
。
し
た
が
っ
て
、
暗
号
通
信
に
対
す
る
傍
受
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
当
該
通
信
が
単
に

暗
号
化
さ
れ
た
通
信
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
足
り
ず
、
通
信
当
事
者
ま
た
は
権
限
を
有
す
る
通
信
媒
介
者
の
み
が
復
号
可
能
な
状
態
で

暗
号
化
さ
れ
た
通
信
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
そ
の
よ
う
な
通
信
に
つ
い
て
の
み（64
）
　
、
同
法
一
〇
九
条
の
二
第
一
項
、
二
項
及
び
三
項
の
罪
が

成
立
し
得
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
電
波
法
に
規
定
す
る
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
無
線
通
信
の
当
事
者
は
、
私
人
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
通
信
当

事
者
の
一
方
ま
た
は
双
方
が
国
ま
た
は
そ
の
機
関
で
あ
る
場
合
で
も
電
波
法
所
定
の
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
警
察
無
線
に
よ

る
通
信
を
傍
受
し
、
そ
の
内
容
を
漏
示
し
た
場
合
に
は
、
同
法
一
〇
九
条
一
項
の
漏
示
罪
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る（65
）
　
。
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３
　
刑
法
（
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
）

従
来
、
電
話
の
通
話
内
容
の
傍
受
に
関
し
て
は
物
理
的
な
機
械
装
置
で
あ
る
盗
聴
装
置
・
タ
ッ
ピ
ン
グ
装
置
及
び
関
連
機
器
類
（
傍
受

し
た
通
話
内
容
の
送
受
信
装
置
等
）
が
主
要
な
手
段
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
日
、
電
話
通
話
が
ア
ナ
ロ
グ
通
話
か
ら
デ
ジ
タ
ル
通
話
（
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
）
へ
移
行
し
た
こ
と
か
ら
、
従
来
型
の
電
話
盗

聴
手
段
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
電
話
機
や
回
線
上
に
あ
る
各
種
機
器
類
の
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア
内
に
無
権
限
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
実
行
さ
れ

る
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
ま
た
決
し
て
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
危
険
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
企

業
や
家
庭
で
用
い
ら
れ
る
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
は
、
通
信
傍
受
し
た
内
容
が
直
ち
に
加
害
者
の
手
元
に
自
動
送
信
さ
れ
て
し

ま
う
よ
う
に
し
、
か
つ
、
通
信
傍
受
の
痕
跡
を
残
さ
な
い
よ
う
に
通
信
傍
受
実
行
の
た
め
に
使
用
し
た
デ
ー
タ
や
通
信
傍
受
の
履
歴
デ
ー

タ
等
の
自
動
消
去
を
実
行
す
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
ア
プ
リ
）
を
作
成
・
実
行
す
る
こ
と
が
非
常
に
容
易
に
で
き
て
し
ま
う
。
そ
の

た
め
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
深
刻
さ
は
従
来
型
の
電
話
機
や
Ｐ
Ｃ
に
お
け
る
通
信
傍
受
の
場
合
よ
り
も
著
し
い
と
言
え
る
場
合
が
あ
る
。

加
え
て
、
装
置
内
の
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
Ｏ
Ｓ
）
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
物
理
層
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
電
子
チ
ッ
プ
内
の
フ
ァ
ー
ム

ウ
ェ
ア
に
も
感
染
し
得
る
ト
ロ
イ
の
木
馬
（T

ro
ja
n
h
o
rse

）
な
ど
の
マ
ル
ウ
ェ
ア
（m

a
licio
u
s
so
ftw
a
re

）
を
用
い
、
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
機
能
を
完
全
に
奪
う
と
い
う
タ
イ
プ
の
攻
撃
が
世
界
各
地
の
相
当
広
い
範
囲
で
生
じ
て
い
る（66
）
　
。
こ
の
よ
う
な
攻
撃
が
実
行
さ
れ

た
場
合
、
通
信
傍
受
用
の
特
別
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
な
く
て
も
、
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
常
時
監
視
し
、
か
つ
、
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
装
備
さ
れ
て
い
る
通
信
ソ
フ
ト
等
を
無
権
限
で
使
用
し
て
、
そ
の
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
で
実
行
さ
れ
る
通
信
内
容
を
自
動

転
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
す
な
わ
ち
、
当
該
装
置
の
管
理
・
支
配
を
完
全
に
奪
い
、
無
権
限
で
リ
モ
ー
ト
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る（67
）
　
。）。
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以
上
の
よ
う
な
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
や
ト
ロ
イ
の
木
馬
な
ど
の
通
信
傍
受
用
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
一
般
に
、
刑
法
上
の
不
正
指
令
電
磁
的

記
録
の
一
種
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
あ
る

い
は
、
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
支
配
が
他
人
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
当
該
機
器
類
を
操
作
す
る
利
用

者
は
、
実
質
的
に
み
て
、
間
接
正
犯
の
道
具
と
し
て
当
該
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
の
供
用
行
為
を
実
行
す
る
行
為
を
し
て
い
る
と
み
る
べ

き
場
合
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
通
信
傍
受
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
り
、
通
信
の
一
方
当
事
者
と
し
て
の
利
用
者
（
A
）
と
間
接
正
犯
の
道

具
と
し
て
の
利
用
者
（
A′

）
が
物
理
的
な
存
在
と
し
て
同
一
人
に
重
な
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
間
接
正
犯
の
道
具
と
し
て
の
利
用
者
（
A′

）
が
、
他
人
で
あ
る
通
信
の
一
方
当
事
者
と
し
て
の
利
用
者
（
A
）
及
び
第
三
者
（
B
）
と

の
間
の
通
信
を
傍
受
し
て
い
る
と
い
う
関
係
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
他
人
間
の
通
信
に
対
す
る
干
渉
と
し
て
の
通

信
傍
受
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う（68
）
　
。

な
お
、
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
は
、
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
他
人
間
の
通
信
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
通
信
可
能
な
機
器
類
に
含
ま
れ
て
い

る
デ
ー
タ
や
情
報
で
あ
れ
ば
何
で
も
無
権
限
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
厳
密
に
は
通
信
傍
受
に
は
該
当
し
な
い
デ
ー

タ
に
対
す
る
無
権
限
ア
ク
セ
ス
や
無
権
限
入
手
を
発
生
さ
せ
て
い
る
場
合
も
あ
る（69
）
　
。

こ
こ
で
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
通
信
傍
受
の
機
能
を
有
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
主
と
し
て
通
信
傍
受
以
外
の
機
能
を
有
す
る
も
の

も
含
め
、
適
用
可
能
な
法
令
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

∏
　
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
の
該
当
性

不
正
指
令
電
磁
的
記
録
（
刑
法
一
六
八
条
の
二
第
一
項
）
は
、
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
の
意
義
に
つ
い
て
、「
人
が
電
子
計
算
機
を
使
用

す
る
に
際
し
て
そ
の
意
図
に
沿
う
べ
き
動
作
を
さ
せ
ず
、
又
は
そ
の
意
図
に
反
す
る
動
作
を
さ
せ
る
べ
き
不
正
な
指
令
を
与
え
る
電
磁
的

記
録
」（
同
項
一
号
）
ま
た
は
「
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
同
号
の
不
正
な
指
令
を
記
述
し
た
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
記
録
」（
同
項
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二
号
）
に
該
当
す
る
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
記
録
を
意
味
す
る
と
定
義
し
て
い
る
。

こ
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
別
稿（70
）
　
で
詳
論
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
通
常
、
同
条
の
二
第
一
項
一
号
の
電
磁
的
記
録
は
機
械
語
命
令
に
よ

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
指
し
、
同
条
の
二
第
一
項
二
号
の
電
磁
的
記
録
は
そ
の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド（71
）
　
を
指
し
、
ま
た
、「
そ
の
他

の
記
録
」
は
そ
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
な
ど
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
や
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
の
よ
う
な
マ
ー
ク

ア
ッ
プ
言
語
で
書
か
れ
た
文
書
は
、
人
間
が
直
接
に
読
む
こ
と
の
で
き
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
直
ち
に
実

行
可
能
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
あ
る
。
一
般
に
、
人
間
が
読
解
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
解
釈
し
て
実
行
す

る
イ
ン
タ
プ
リ
タ
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
。
ま
た
、
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

の
形
式
で
紙
の
上
に
印
刷
し
て
記
録
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
よ
う
に
、
読
み
取
り
装
置
で
読
み
取
れ
ば
直
ち
に
実
行

可
能
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
立
法
者
が
想
定
し
て
い
る
よ
う
な
明
確
な
区
分
は
理
論
的
に
も

物
理
的
に
も
で
き
な
い
の
で
、
同
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
複
数
の
電
磁
的
記
録
ま
た
は
そ
の
他
の
記
録
に
同
時
に
該
当
す
る
も
の
と

し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る（72
）
　
。

通
信
傍
受
の
用
に
供
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
る
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
そ
の
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア（73
）
　
が
「
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
」

に
該
当
す
る
こ
と
は
異
論
が
な
い
も
の
と
考
え
る（74
）
　
。
こ
れ
を
刑
法
が
規
定
す
る
要
件
に
即
し
て
分
析
的
に
考
え
て
み
る
と
、
一
般
に
、
通

信
傍
受
の
用
に
供
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
る
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
そ
の
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
し
て
、「
通
信
傍
受
の
目
的
」

は
、
一
般
に
「
正
当
な
理
由
」
が
な
い
場
合
に
該
当
し（75
）
　
、
か
つ
、
通
信
傍
受
用
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
「
人（76
）
　
の
電
子
計
算
機
に
お
け
る
実
行
の

用
に
供
す
る
目
的
」
で
作
成
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る（77
）
　
。
そ
し
て
、
本
人
が
知
ら
な
い
間
に（78
）
　
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
そ
の
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
が
密
か
に
仕
掛
け
ら
れ
通
信
傍
受
が
実
行
さ
れ
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、「
人
が
電
子
計
算
機（79
）
　
を
使
用
す
る
に
際
し
て
」、

「
そ
の
意
図
に
反
す
る
動
作（80
）
　
を
さ
せ
る
べ
き
」
指
令
を
与
え
た
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
通
信
傍
受
の
用
に
供
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
る
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
そ
の
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
実
行
モ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
原
則
と
し
て
、
刑
法
一
六
八
条
の
二
第
一
項
一
号
の
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
に
該
当
し
、
そ
の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
同
項
二

号
の
電
磁
的
記
録
に
該
当
し
、
ま
た
、
そ
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
は
同
項
一
号
の
指
令
を
記
録
し
た
「
そ
の
他
の
記
録（81
）
　
」
に
該
当
す
る
と
解

さ
れ
る
。

例
外
と
し
て
、
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
の
ま
ま
で
実
行
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
同
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
電
磁

的
記
録
に
該
当
し
、
そ
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
は
同
項
一
号
の
指
令
を
記
録
し
た
「
そ
の
他
の
記
録
」
に
該
当
す
る
と
解
す
る
。

π
　
処
罰
可
能
な
行
為

不
正
指
令
電
磁
的
記
録
を
作
成
し
た
者
は
、
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
作
成
罪
と
し
て
三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
る
（
刑
法
一
六
八
条
の
二
第
一
項
）。
そ
の
未
遂
行
為
も
処
罰
さ
れ
る
（
同
条
の
二
第
三
項
）。
通
信
傍
受
の
用
に
供
す
る
目

的
で
作
成
さ
れ
る
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
そ
の
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
実
行
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
に
該
当
す
る

場
合
、
そ
れ
を
作
成
す
る
行
為
は
、
通
信
傍
受
行
為
の
準
備
的
行
為
に
該
当
す
る
こ
と
が
あ
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
を
実
行
の
用
に
供
し
た
者
は
、
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
供
用
罪
と
し
て
三
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
刑
法
一
六
八
条
の
二
第
二
項
）。
そ
の
未
遂
行
為
も
処
罰
さ
れ
る
（
同
条
の
二
第

三
項
）。
通
信
傍
受
の
用
に
供
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
る
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
そ
の
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
実
行
モ
ジ
ュ
ー
ル
が

不
正
指
令
電
磁
的
記
録
に
該
当
す
る
場
合
、
そ
れ
を
供
用
す
る
行
為
は
、
通
信
傍
受
行
為
そ
の
も
の
と
な
る
。

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
を
取
得
し
た
者
は
、
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
取
得
罪
と
し
て
二
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
刑
法
一
六
八
条
の
二
第
三
項
）。
通
信
傍
受
の
用
に
供
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
る
ス
パ
イ

ウ
ェ
ア
そ
の
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
実
行
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
に
該
当
す
る
場
合
、
そ
れ
を
取
得
す
る
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行
為
は
、
通
信
傍
受
行
為
の
準
備
的
行
為
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
を
保
管
し
た
者
は
、
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
保
管
罪
と
し
て
二
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
刑
法
一
六
八
条
の
二
第
三
項
）。
通
信
傍
受
の
用
に
供
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
る

ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
そ
の
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
実
行
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
に
該
当
す
る
場
合
、
そ
れ
を
保

管
す
る
行
為
は
、
通
信
傍
受
行
為
の
準
備
的
行
為
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
他
罪
と
の
罪
数
関
係
と
り
わ
け
通
信
関
連
法
上
の
罰
則
と
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

４
　
個
人
情
報
保
護
法

通
信
傍
受
行
為
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
情
報
内
容
に
個
人
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の

よ
う
に
し
て
取
得
さ
れ
る
個
人
に
関
す
る
情
報
の
う
ち
、
特
定
の
個
人
を
特
定
す
る
た
め
の
情
報
（
個
人
識
別
情
報
）
に
つ
い
て
は
、
形

式
的
に
は
、
個
人
情
報
保
護
法
（
平
成
一
五
年
法
律
五
七
号
）
の
適
用
が
あ
り
得
る
。

そ
の
よ
う
な
個
人
情
報
に
よ
る
処
罰
の
可
能
性
の
有
無
に
つ
い
て
も
別
稿（82
）
　
で
詳
論
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
、
通
信
傍
受

に
よ
っ
て
無
権
限
で
他
人
の
個
人
情
報
が
取
得
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
個
人
情
報
の
取
得
者
に
対
し
て
、
同
法
に
基
づ
い
て
直

接
に
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
（
同
法
二
条
三
項
）
が
、
そ
の
業
務
を
遂
行
す
る
上
で
、
他
人
間
の
通
信
に
対
す
る
通
信
傍

受
を
実
行
す
る
場
合
、
同
法
一
七
条
に
規
定
す
る
「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
個
人
情
報
を
取
得
し

て
は
な
ら
な
い
」
と
の
義
務
の
違
反
が
問
題
と
さ
れ
得
る
。
通
信
傍
受
行
為
は
、
一
般
に
、「
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
」
に
該
当
し
得
る
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と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
同
法
一
七
条
の
義
務
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
違
反
行
為
に
対
し
て
主
務
大
臣
か

ら
勧
告
・
指
示
等
（
個
人
情
報
保
護
法
三
四
条
一
項
）
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
そ
の
勧
告
・
指
示
等
を

遵
守
し
な
い
と
き
は
、
主
務
大
臣
に
よ
っ
て
是
正
命
令
等
（
同
条
二
項
、
三
項
）
が
な
さ
れ
得
る
。
そ
し
て
、
そ
の
是
正
命
令
等
を
当
該

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
遵
守
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
違
反
行
為
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
罰
則
の
適
用
が

あ
り
得
る
（
同
法
五
六
条
）。

ま
た
、
主
務
大
臣
は
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
対
し
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
報
告
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
（
同
法
三
二

条
）、
当
該
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
、
主
務
大
臣
に
対
し
て
報
告
を
せ
ず
、
ま
た
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
場
合
に
は
罰
則
の
適
用
が
あ
る

（
同
法
五
七
条
）。

こ
の
よ
う
に
、
個
人
情
報
保
護
法
に
お
け
る
罰
則
及
び
そ
の
適
用
は
、
か
な
り
微
温
的
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
通
信
傍
受
行
為
に
対
す

る
刑
事
制
裁
の
手
段
と
し
て
は
基
本
的
に
機
能
し
な
い
と
考
え
て
良
い
。

な
お
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
該
当
し
な
い
者（83
）
　
の
場
合
に
は
、
主
務
大
臣
が
存
在
し
な
い
し
、
主
務
大
臣
に

よ
る
行
政
監
督
も
あ
り
得
な
い
の
で
、
個
人
情
報
保
護
法
に
規
定
す
る
罰
則
の
適
用
も
決
し
て
な
い
。

５
　
不
正
競
争
防
止
法

通
信
傍
受
の
対
象
と
な
る
情
報
内
容
に
営
業
秘
密
（
不
正
競
争
防
止
法
二
条
六
項
）
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
、
不
正
競
争
防
止
法
に
規

定
す
る
不
正
競
争
行
為
の
該
当
性
有
無
が
問
題
と
な
る
。
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営
業
秘
密
は
、
秘
密
の
も
の
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
か
ら
（
同
法
二
条
六
項
）、
営
業
秘
密
に
属
す
る
可
能
性
の
あ
る

情
報
が
通
信
内
容
と
な
っ
て
い
る
通
信
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
通
信
内
容
が
容
易
に
解
読
可
能
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
秘
密
の
も
の
と

し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
得
る（84
）
　
。
し
か
し
、
通
信
手
段
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
特
定
の
パ
ス
ワ
ー
ド
等
が
な

け
れ
ば
送
受
信
で
き
な
い
よ
う
な
暗
号
化
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
や
、
通
信
内
容
で
あ
る
デ
ー
タ
が
暗
号
化
さ
れ
て
お
り
、
権
限

を
有
す
る
者
以
外
の
者
に
と
っ
て
は
解
読
不
可
能
ま
た
は
非
常
に
困
難
な
も
の
で
あ
る
場
合
、
そ
の
通
信
内
容
と
な
っ
て
い
る
情
報
に
つ

い
て
、
営
業
秘
密
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
り
得
る
こ
と
を
否
定
す
べ
き
理
由
は
な
い（85
）
　
。

ま
た
、
一
般
に
、
通
信
傍
受
に
よ
る
営
業
秘
密
の
取
得
行
為
は
、
何
ら
か
の
正
当
化
理
由
ま
た
は
違
法
性
阻
却
事
由
が
存
在
し
な
い
限

り
、
通
信
の
秘
密
を
侵
す
行
為
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
不
正
の
手
段
に
よ
る
取
得
行
為
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
不
正
競

争
防
止
法
に
規
定
す
る
営
業
秘
密
の
不
正
取
得
行
為
（
同
法
二
条
一
項
四
号
）
に
該
当
し
得
る
。

罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
若
干
注
意
す
べ
き
部
分
が
あ
る
。
罰
則
で
あ
る
同
法
二
一
条
一
項
一
号
は
、
詐
欺
等
行
為
と
管
理
侵
害
行

為
と
に
分
け
て
そ
の
犯
罪
構
成
要
件
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
詐
欺
等
行
為
と
は
「
人
を
欺
き
、
人
に
暴
行
を
加
え
、
又
は
人

を
脅
迫
す
る
行
為
」
を
意
味
し
、
管
理
侵
害
行
為
と
は
「
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
そ
の
他
の
保
有
者
の
管
理
を
害
す
る
行
為（86
）
　
」
を
意
味
す
る
。

通
信
傍
受
行
為
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
人
に
向
け
ら
れ
た
欺
罔
行
為
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
欺
罔
さ
れ
た
者
が
錯
誤
に
陥
る
こ
と

を
狙
う
行
為
で
は
な
い
の
で
、
詐
欺
等
行
為
に
は
該
当
し
な
い
。
し
か
し
、
通
信
手
段
ま
た
は
通
信
内
容
が
暗
号
化
さ
れ
て
お
り
、
当
該

営
業
秘
密
の
保
有
者
（
ま
た
は
そ
の
者
か
ら
権
限
を
与
え
ら
れ
た
者
）
だ
け
が
当
該
通
信
に
ア
ク
セ
ス
し
て
そ
の
内
容
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
に
は
、「
保
有
者
の
管
理
を
害
す
る
行
為
」
と
し
て
管
理
侵
害
行
為
に
該
当
し
得
る
。

管
理
侵
害
行
為
に
よ
り
営
業
秘
密
を
取
得
し
た
者
は
、
一
〇
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
同

法
二
一
条
一
項
一
号
）。
ま
た
、
管
理
侵
害
行
為
に
よ
り
取
得
し
た
営
業
秘
密
を
、
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的（87
）
　
ま
た
は
そ
の
保
有
者
に
損
害
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を
加
え
る
目
的（88
）
　
で
使
用
し
た
者
、
管
理
侵
害
行
為
に
よ
り
取
得
し
た
営
業
秘
密
を
、
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
ま
た
は
そ
の
保
有
者
に
損

害
を
加
え
る
目
的
で
開
示
し
た
者
は
、
同
様
に
、
一
〇
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
同
法
二
一
条

一
項
二
号
）。
こ
れ
ら
の
罪
は
親
告
罪
で
あ
る
（
同
条
三
項
）。
国
外
犯
も
処
罰
さ
れ
（
同
条
四
項
）、
両
罰
規
定
が
あ
る
（
同
条
二
二
条
）。

こ
の
よ
う
な
不
正
競
争
取
締
法
に
違
反
す
る
犯
罪
行
為
を
通
信
傍
受
と
の
関
係
で
そ
の
対
応
関
係
を
考
え
て
み
る
と
（
図
１
）、
営
業
秘

密
の
取
得
行
為
は
通
信
傍
受
行
為
そ
の
も
の
で
あ
り
、
取
得
し
た
営
業
秘
密
の
使
用
行
為
及
び
開
示
行
為
は
傍
受
し
た
通
信
内
容
の
利
用

に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
不
正
競
争
防
止
法
は
、
権
限
な
く
取
得
し
た
営
業
秘
密
の
開
示
行
為
等
に
つ
い
て
も
罰
則
を
設
け
て
い
る
。
開
示
行
為
に
関
す

る
罰
則
と
通
信
関
連
法
上
の
罰
則
と
の
罪
数
関
係
（
特
に
、
①
営
業
秘
密
の
使
用
罪
と
窃
用
に
該
当
す
る
通
信
の
秘
密
侵
害
罪
及
び
②
営

業
秘
密
の
開
示
罪
と
漏
示
に
該
当
す
る
通
信
の
秘
密
侵
害
罪
と
の
罪
数
関
係
）
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
と
こ
ろ
に
準
じ
て
応
用
し
て
考
え

れ
ば
足
り
る
と
思
わ
れ
る
。

６
　
通
信
関
連
法
違
反
の
罪
と
他
の
罪
と
の
罪
数
関
係

通
信
傍
受
行
為
に
よ
り
取
得
さ
れ
る
情
報
内
容
に
限
定
は
な
い
。
そ
の
中
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
や
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報

の
よ
う
な
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
の
情
報
に
該
当
す
る
も
の
や
、
特
定
電
子
計
算
機
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
識
別
符
号
に
該
当
す

る
も
の
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
通
信
関
連
法
に
定
め
る
通
信
の
秘
密
侵
害
罪
と
同
時
に
成
立
す
る

他
の
罪
と
の
罪
数
関
係
が
問
題
と
な
り
得
る（89
）
　
。

た
だ
し
、
現
実
の
刑
事
公
判
に
お
い
て
は
、
検
察
官
が
特
定
の
罪
に
限
定
し
て
公
訴
事
実
を
構
成
し
起
訴
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
こ
と
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か
ら
、
潜
在
的
に
は
他
の
罪
と
の
罪
数
の
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
事
案
で
あ
っ
て
も
、
問
題
が
表
面
化
し
な
い
こ
と
が
圧
倒

的
に
多
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
（
あ
る
罪
が
包
括
一
罪
と
な
る
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
「
か
す
が
い
現
象
」
に
よ
っ
て
全
体
と
し
て

一
罪
と
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合
を
含
む
。）。

こ
こ
で
は
、
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
罪
、
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
違
反
の
罪
、
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
罪
と

の
間
の
罪
数
関
係
に
限
定
し
て
述
べ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
犯
罪
と
の
間
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
も
応
用
し
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

∏
　
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
罪
と
の
関
係

知
得
す
る
通
信
内
容
が
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
の
情
報
に
該
当
し
、
か
つ
、
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
の
目
的
で
取

得
す
る
場
合
に
は
、
同
電
磁
的
記
録
の
情
報
取
得
罪
が
成
立
す
る
（
刑
法
一
六
三
条
の
四
第
一
項
）。
こ
の
罪
と
通
信
の
秘
密
を
侵
す
罪（90
）
　
と

の
罪
数
関
係
は
観
念
的
競
合
の
関
係
に
た
つ
と
解
さ
れ
る
。

漏
示
す
る
通
信
内
容
が
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
の
情
報
に
該
当
し
、
か
つ
、
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
の
目
的
で
情

を
知
っ
て
そ
の
情
報
を
第
三
者
に
提
供
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
同
電
磁
的
記
録
の
情
報
提
供
罪
が
成
立
し
（
刑
法
一
六
三
条
の
四
第
一

項
）、
こ
の
罪
と
通
信
の
秘
密
を
侵
す
罪（91
）
　
と
の
罪
数
関
係
は
観
念
的
競
合
の
関
係
に
た
つ
と
解
さ
れ
る
。

窃
用
す
る
通
信
内
容
が
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
の
情
報
に
該
当
し
、
か
つ
、
人
の
財
産
上
の
事
務
処
理
を
誤
ら
せ
る
目
的
で
支
払

用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
を
作
成
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
同
電
磁
的
記
録
の
不
正
作
出
罪
が
成
立
し
（
刑
法
一
六
三
条
の
二
第
一
項
）、
こ
の

罪
と
通
信
の
秘
密
を
侵
す
罪（92
）
　
と
の
罪
数
関
係
は
観
念
的
競
合
の
関
係
に
た
つ
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
供
用
罪
（
刑
法
一
六
三
条
の
二
第
二
項
）

に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
支
払
用
カ
ー
ド
の
不
正
作
出
行
為
と
そ
の
供
用
行
為
と
を
同
一
人
が
実
行
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
行
為

だ
け
を
み
る
と
牽
連
犯
が
成
立
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
窃
用
行
為
は
包
括
し
て
一
個
の
通
信
の
秘
密
侵
害
罪
を
構
成
す
る
と
み
る
こ
と

が
可
能
な
場
合
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
か
す
が
い
現
象
」
の
一
種
と
し
て
、
全
体
と
し
て
一
罪
と
し
て
扱
い
、
最
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も
重
い
法
定
刑
の
罪
が
成
立
す
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う（93
）
　
。
こ
の
点
は
、
他
罪
と
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

窃
用
す
る
通
信
内
容
が
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
の
情
報
に
該
当
し
、
か
つ
、
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
の
目
的
で
保

管
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
（
窃
用
行
為
の
一
部
が
保
管
行
為
を
も
構
成
す
る
場
合
）、
同
電
磁
的
記
録
の
保
管
罪
が
成
立
し
（
刑
法
一
六
三

条
の
四
第
二
項
）、
こ
の
罪
と
通
信
の
秘
密
を
侵
す
罪
と
の
罪
数
関
係
は
観
念
的
競
合
の
関
係
に
た
つ
と
解
さ
れ
る
。

π
　
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
違
反
の
罪
と
の
関
係

不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
に
定
め
る
罪
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る（94
）
　
。

知
得
す
る
通
信
内
容
が
特
定
電
子
計
算
機
の
ア
ク
セ
ス
の
た
め
に
用
い
る
識
別
符
号
に
該
当
し
、
か
つ
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
用
に

供
す
る
目
的
で
取
得
す
る
場
合
に
は
、
他
人
の
識
別
符
号
の
不
正
取
得
罪
が
成
立
す
る
（
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
四
条
、
一
二
条
一
号
）。

こ
の
罪
と
通
信
の
秘
密
を
侵
す
罪
と
の
罪
数
関
係
は
観
念
的
競
合
の
関
係
に
た
つ
と
解
さ
れ
る
。

漏
示
す
る
情
報
内
容
が
特
定
電
子
計
算
機
の
ア
ク
セ
ス
の
た
め
に
用
い
る
識
別
符
号
に
該
当
し
、
か
つ
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第

三
者
に
提
供
す
る
場
合
に
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
助
長
す
る
行
為
の
罪
が
成
立
し
（
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
五
条
、
一
二
条
二
号
）、

こ
の
罪
と
通
信
の
秘
密
を
侵
す
罪
と
の
罪
数
関
係
は
観
念
的
競
合
の
関
係
に
た
つ
と
解
さ
れ
る
。

窃
用
す
る
情
報
内
容
が
特
定
電
子
計
算
機
の
ア
ク
セ
ス
の
た
め
に
用
い
る
識
別
符
号
に
該
当
し
、
か
つ
、
そ
れ
を
用
い
て
不
正
ア
ク
セ

ス
行
為
を
す
る
場
合
に
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
が
成
立
し
（
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
三
条
、
一
一
条
）、
こ
の
罪
と
通
信
の
秘
密
を
侵
す
罪

と
の
罪
数
関
係
は
観
念
的
競
合
の
関
係
に
た
つ
と
解
さ
れ
る
。

な
お
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
手
段
と
し
て
他
人
の
通
信
の
秘
密
を
侵
害
し
た
と
い
う
事
例
に
つ
い
て
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
と
通
信

の
秘
密
侵
害
罪
と
の
関
係
は
、
牽
連
犯
（
科
刑
上
一
罪
）
で
は
な
く
、
併
合
罪
の
関
係
に
た
つ
と
解
さ
れ
る（95
）
　
。
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∫
　
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
罪
と
の
関
係

他
方
、
知
得
す
る
通
信
内
容
が
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
に
該
当
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
通
信
の
秘
密
が
成
立
す
る
か
ど
う

か
（
通
信
の
秘
密
と
し
て
法
的
保
護
の
対
象
と
な
り
得
る
か
）
が
問
題
と
な
り
得
る
。
し
か
し
、
盗
品
や
禁
制
品
な
ど
の
違
法
物
品
を
窃

取
し
た
場
合
で
も
、
占
有
と
い
う
法
益
の
保
護
に
は
変
わ
り
が
な
い
と
し
て
窃
盗
罪
が
成
立
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
が
通
説
・
判
例
で
あ

る
の
で（96
）
　
、
そ
れ
と
同
様
に
考
え
る
と
、
通
信
の
内
容
が
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
通
信
の
秘
密
侵
害
罪
が
成

立
し
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る（97
）
　
。

そ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
知
得
す
る
通
信
内
容
が
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
で
あ
り
、
か
つ
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に

人
の
電
子
計
算
機
に
お
け
る
実
行
の
用
に
供
す
る
目
的
で
そ
れ
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
取
得
罪
が
成
立
し
（
刑

法
一
六
八
条
の
三
）、
こ
の
罪
と
通
信
の
秘
密
を
侵
す
罪
と
の
罪
数
関
係
は
観
念
的
競
合
の
関
係
に
た
つ
と
解
さ
れ
る
。

同
様
に
、
漏
示
す
る
通
信
内
容
が
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
で
あ
り
、
か
つ
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
人
の
電
子
計
算
機
に
お
け
る
実

行
の
用
に
供
す
る
目
的
で
そ
れ
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
提
供
罪
が
成
立
し
（
刑
法
一
六
八
条
の
二
第
一
項
）、
こ

の
罪
と
通
信
の
秘
密
を
侵
す
罪
と
の
罪
数
関
係
は
観
念
的
競
合
の
関
係
に
た
つ
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
窃
用
す
る
通
信
内
容
が
不
正
指
令

電
磁
的
記
録
で
あ
り
、
か
つ
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
そ
れ
を
実
行
の
用
に
供
し
た
場
合
に
は
、
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
供
用
罪
が
成

立
し
（
刑
法
一
六
八
条
の
二
第
二
項
）、
こ
の
罪
と
通
信
の
秘
密
を
侵
す
罪
と
の
罪
数
関
係
は
観
念
的
競
合
の
関
係
に
た
つ
と
解
さ
れ
る
。

三
　
海
外
の
主
要
法
令

通
信
の
秘
密
と
関
連
す
る
海
外
の
法
制
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
も
幾
つ
か
の
成
果
が
存
在
す
る
が（98
）
　
、
世
界
各
国
の
法
制
を
網
羅
し
た
も
の
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は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
電
子
的
な
通
信
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
と
共
に
新
た
な
タ
イ
プ
の
法
的
課
題
が
生
ず
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
各
国
の
通
信
関
連
法
令
が
比
較
的
頻
繁
に
改
正
さ
れ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
世
界
の
立
法
動

向
を
完
全
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
不
可
能
事
に
属
す
る（99
）
　
。
そ
の
た
め
、
各
国
お
け
る
通
信
傍
受
禁
止
関
連
法
制
を
正
確
に
比

較
検
討
す
る
こ
と
も
か
な
り
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

本
論
文
で
は
、
今
後
の
研
究
の
た
め
の
一
助
と
す
べ
く
、
通
信
傍
受
及
び
通
信
の
秘
密
の
保
護
と
関
連
し
て
比
較
的
参
照
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
法
令
と
し
て
、
米
国
連
邦
刑
法
中
に
あ
る
通
信
傍
受
禁
止
及
び
罰
則
に
関
す
る
条
項
（U

S
C
1
8
§2
5
1
1 （

100
）
　
）
の
罰
則
部
分
、
そ
し
て
、

比
較
的
最
近
、
や
や
大
規
模
に
法
改
正
さ
れ
た
立
法
例
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
電
気
通
信
法
（T

elecom
m
u
n
ication

s
A
ct （

101
）
　
）
中

に
あ
る
通
信
傍
受
禁
止
情
報
及
び
罰
則
の
部
分
の
二
つ
を
訳
出
し
、
若
干
の
検
討
を
加
え
た
い
と
思
う
。

１
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
連
邦
）

米
国
に
お
い
て
は
、
連
邦
法
及
び
各
州
の
州
法
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
の
多
様
な
法
令
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
違
反
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
あ
る
法
令
も
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
態
様
は
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
中
で
、
通
信
傍
受
の
禁

止
に
よ
り
通
信
の
秘
密
を
保
護
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
の
基
本
と
な
る
連
邦
法
は
、
合
衆
国
法
律
集
第
一

八
款
の
中
に
あ
る
第
二
五
一
一
条
（
有
線
通
信
、
会
話
ま
た
は
電
気
通
信
の
傍
受
及
び
開
示
の
禁
止
）
で
あ
る（102
）
　
。

日
本
国
の
通
信
関
連
法
に
お
け
る
知
得
、
漏
示
及
び
窃
用
に
対
応
す
る
米
国
連
邦
法
上
の
条
項
は
、
順
に
、
二
五
一
一
条
（1）
項
の
_
（
傍

受
）、
a
（
開
示
）
及
び
b
（
使
用
）
で
あ
る
。
同
条
（1）
項
`
（
器
具
の
使
用
）
は
、
傍
受
の
た
め
の
準
備
行
為
を
意
味
す
る
。
同
条
（1）
項

c
は
、
犯
罪
捜
査
の
目
的
で
適
法
に
傍
受
さ
れ
た
通
信
内
容
の
開
示
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
禁
止
の
違
反
行
為
に
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対
す
る
罰
則
は
同
条
（4）
項
で
あ
り
、
ま
た
、
民
事
罰
は
同
条
（5）
項
で
あ
る
。

米
国
連
邦
法
に
お
け
る
罰
則
の
法
定
刑
は
最
も
重
い
自
由
刑
で
五
年
以
下
の
拘
禁
刑
な
の
で
、
日
本
国
の
通
信
関
連
法
上
の
罰
則
に
規

定
す
る
法
定
刑
よ
り
も
か
な
り
重
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
米
国
連
邦
刑
法
二
五
一
一
条
中
、
同
条
（2）
項
及
び
（3）
項
の
訳
出
を
割
愛
し
、
同
条
（1）
項
（4）
、
項
及
び
（5）
項
の
訳
出
を
試
み
る（103
）
　
。

第
二
五
一
一
条
　
有
線
通
信
、
会
話
ま
た
は
電
気
通
信
の
傍
受
及
び
開
示
の
禁
止

（1）
　
本
章
中（104
）
　
に
お
い
て
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
以
下
の
者
は
（4）
、
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
処
罰
さ
れ
、
ま
た
は
（5）
、
項
に

規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
提
訴
さ
れ
る
。

_
　
意
図
的
に
、
有
線
通
信
、
会
話
も
し
く
は
電
気
通
信
を
傍
受
す
る
者
、
傍
受
を
試
み
る
者
、
ま
た
は
、
そ
の
傍
受
を
す
る
第

三
者
も
し
く
は
そ
の
傍
受
を
試
み
る
第
三
者
を
幇
助
す
る
者;

`
　
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
お
い
て
、
意
図
的
に
、
会
話
を
傍
受
す
る
た
め
の
電
気
器
具
、
機
械
器
具
そ
の
他
の
器
具
を
使
用
す

る
者
、
そ
の
使
用
を
試
み
る
者
、
ま
た
は
、
そ
の
使
用
を
す
る
第
三
者
も
し
く
は
そ
の
使
用
を
試
み
る
第
三
者
を
幇
助
す
る
者;

ⅰ
　
有
線
通
信
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
電
線
、
ケ
ー
ブ
ル
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
回
線
接
続
手
段
に
当
該
器
具
を
装
着
す
る
場

合
、
も
し
く
は
、
当
該
器
具
を
介
し
て
信
号
を
送
信
す
る
場
合;

ま
た
は
、

ⅱ
　
当
該
器
具
が
電
波
に
よ
る
通
信
を
送
信
す
る
場
合
、
も
し
く
は
、
当
該
器
具
が
電
波
に
よ
る
通
信
の
送
信
を
妨
害
す
る
場

合;

ま
た
は
、

ⅲ
　
当
該
器
具
も
し
く
は
そ
の
部
品
が
州
際
取
引
も
し
く
は
国
際
取
引
に
お
い
て
郵
便
に
よ
っ
て
送
信
も
し
く
は
輸
送
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
当
該
の
者
が
知
っ
て
い
る
場
合
も
し
く
は
知
る
べ
き
理
由
が
あ
る
場
合;

ま
た
は
、
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ⅳ
　
当
該
使
用
も
し
く
は
使
用
の
試
み
が
、
y
企
業
そ
の
他
の
商
人
に
つ
い
て
、
そ
の
州
際
取
引
も
し
く
は
国
際
取
引
に
対
し

悪
影
響
を
与
え
る
作
用
を
発
生
さ
せ
る
場
合
、
も
し
く
は
、
z
そ
の
州
際
取
引
も
し
く
は
国
際
取
引
に
対
し
悪
影
響
を
与
え
る

作
用
に
関
す
る
情
報
を
取
得
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
場
合
も
し
く
は
そ
の
よ
う
な
情
報
の
取
得
行
為
で
あ
る
場
合;

ま
た
は
、

ⅴ
　
当
該
の
者
が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
領
ま
た
は
合
衆
国
の
領
土
も
し
く
は
保
護
領
に
お
い
て
行
為
す
る

者
で
あ
る
場
合;

ま
た
は
、

a
　
当
該
情
報
が
本
項
の
違
反
と
な
る
有
線
通
信
、
会
話
も
し
く
は
電
気
通
信
の
傍
受
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

知
り
つ
つ
、
も
し
く
は
、
そ
の
こ
と
を
知
る
べ
き
理
由
が
あ
り
な
が
ら
、
意
図
的
に
、
有
線
通
信
、
会
話
も
し
く
は
電
気
通
信
の

内
容
を
第
三
者
に
開
示
し
た
者
も
し
く
は
そ
の
開
示
を
試
み
た
者;

ま
た
は
、

b

当
該
情
報
が
本
項
の
違
反
と
な
る
有
線
通
信
、
会
話
も
し
く
は
電
気
通
信
の
傍
受
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知

り
つ
つ
、
も
し
く
は
、
そ
の
こ
と
を
知
る
べ
き
理
由
が
あ
り
な
が
ら
、
意
図
的
に
、
有
線
通
信
、
会
話
も
し
く
は
電
気
通
信
の
内

容
を
第
三
者
に
使
用
し
た
者
も
し
く
は
そ
の
使
用
を
試
み
た
者;

ま
た
は
、

c
　（105
）
　ⅰ

　
本
章
の
二
五
一
一
条
（2）
項
_
ⅱ
、
二
五
一
一
条
（2）
項
`
及
び
a
、
二
五
一
一
条
（2）
項
c
並
び
に
二
五
一
六
条
及
び
二
五
一
八

条
に
よ
る
権
限
に
基
づ
く
方
法
に
よ
っ
て
傍
受
さ
れ
た
有
線
通
信
、
会
話
も
し
く
は
電
気
通
信
を
、
意
図
的
に
、
第
三
者
に
対

し
て
開
示
す
る
者
も
し
く
は
そ
の
開
示
を
試
み
る
者
が
、

ⅱ
　
犯
罪
捜
査
と
関
連
す
る
通
信
傍
受
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
情
報
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
も
し
く
は
、
そ
の
こ
と
を

知
る
べ
き
理
由
が
あ
り
な
が
ら
、

ⅲ
　
犯
罪
捜
査
と
関
連
し
て
当
該
情
報
を
取
得
し
も
し
く
は
受
信
し
、
か
つ
、
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ⅳ
　
正
当
な
権
限
に
基
づ
く
犯
罪
捜
査
を
不
正
に
阻
止
し
、
阻
害
し
ま
た
は
妨
害
す
る
目
的
を
有
す
る
場
合
。

（2）
及
び
（3）
（
省
略
）

（4）
_
　
本
項
`
に
規
定
す
る
場
合
ま
た
は
（5）
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
本
条
（1）
に
違
反
す
る
者
は
、
本
款
に
基
づ
き
罰
金
も
し
く

は
五
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
し
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
を
併
科
す
る
。

`
　
暗
号
化
も
し
く
は
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
さ
れ
て
い
な
い
衛
星
通
信
の
傍
受
を
構
成
す
る
行
為
も
し
く
は
そ
の
よ
う
な
傍
受
と
関

連
す
る
行
為
で
あ
っ
て
、
本
項
の
違
反
行
為
以
外
の
行
為
で
あ
る
場
合
、
当
該
通
信
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
直

接
・
間
接
に
商
業
的
利
益
ま
た
は
個
人
所
得
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
限
り
、
本
項
の
違
反
行
為
と
は
な
ら
な
い（106
）
　
。

ⅰ
　
一
般
公
衆
に
対
す
る
再
送
の
目
的
で
放
送
局
に
向
け
て
な
さ
れ
る
通
信;

ま
た
は
、

ⅱ
　
公
衆
に
対
し
て
開
か
れ
て
い
る
設
備
に
向
け
て
再
送
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
音
楽
副
搬
送
波
と
し
て
な
さ
れ
る
通
信
。

た
だ
し
、
デ
ー
タ
通
信
も
し
く
は
電
話
通
話
を
除
く
。

（5）
_
　（107
）
　ⅰ

　
当
該
通
信
が
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
実
行
す
る
者
は
、
適
法
に
管
轄
権
を
有
す
る
裁

判
所
に
お
い
て
、
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
民
事
訴
訟
を
提
起
さ
れ
る
。

y
　
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
も
し
く
は
暗
号
化
さ
れ
て
い
な
い
民
間
の
衛
星
ビ
デ
オ
通
信
で
あ
り
、
か
つ
、
本
章
の
違
反
と
な
る

行
為
が
そ
の
通
信
の
私
的
視
聴
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
行
為
が
不
法
行
為
も
し
く
は
違
法
行
為
で
は
な
い
場
合
も
し
く
は
当

該
行
為
が
直
接
・
間
接
に
商
業
的
な
利
益
も
し
く
は
個
人
的
な
商
業
的
利
益
の
獲
得
を
目
的
と
し
て
実
行
さ
れ
る
も
の
で
は
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な
い
場
合;

ま
た
は
、

z
　
連
邦
通
信
委
員
会
の
規
則
第
七
四
Ｄ
に
基
づ
き
割
り
当
て
る
電
波
で
送
信
さ
れ
る
無
線
通
信
で
あ
っ
て
、
そ
の
通
信
が

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
も
し
く
は
暗
号
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
行
為
が
不
法
行
為
も
し
く
は
違
法
行
為
で
は
な
い
場
合

も
し
く
は
当
該
行
為
が
直
接
・
間
接
に
商
業
的
な
利
益
も
し
く
は
個
人
的
な
商
業
的
利
益
の
獲
得
を
目
的
と
し
て
実
行
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
場
合
。

ⅱ
　
本
項
に
基
づ
く
訴
訟
に
お
い
て
は
、

y
　
本
章
の
違
反
行
為
が
当
該
の
者
に
と
っ
て
初
回
と
な
る
（4）
項
_
の
違
反
行
為
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
の
者
が
本
款
二
五

二
〇
条
に
基
づ
く
民
事
訴
訟
に
お
い
て
敗
訴
し
た
者
で
は
な
い
と
き
は
、
連
邦
政
府
は
、
適
切
な
差
止
命
令
に
よ
る
救
済
を

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

z
　
本
章
の
違
反
行
為
が
当
該
の
者
に
と
っ
て
再
犯
以
上
と
な
る
（4）
項
_
の
違
反
行
為
と
な
る
場
合
、
ま
た
は
、
当
該
の
者

が
二
五
二
〇
条
に
基
づ
く
過
去
の
民
事
訴
訟
に
お
い
て
敗
訴
し
た
者
で
は
な
い
と
き
は
、
当
該
の
者
は
、
五
〇
〇
ド
ル
の
民

事
制
裁
金
の
支
払
義
務
に
服
す
る
。

`
　
裁
判
所
は
、
ⅱ
y
に
基
づ
い
て
発
す
る
差
止
命
令
を
執
行
す
る
た
め
に
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
て
い
る
権
限
の
範
囲
内
で
法
的

手
段
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
そ
の
命
令
の
違
反
行
為
毎
に
五
〇
〇
ド
ル
以
上
の
民
事
罰
を
科
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
原
文
﹈

§2511.
In

tercep
tion

an
d

d
isclosu

re
of

w
ire,

oral,
or

electron
ic

com
m

u
n
ication

s
p
roh

ib
ited

(1)
E
x
cep
t
a
s
o
th
erw
ise
sp
ecifi
cally

p
rov
id
ed
in
th
is
ch
ap
ter
a
n
y
p
erson

w
h
o-
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(a) intentionally intercepts, endeavors to intercept, or procures any other person to intercept or endeavor to

intercept, any wire, oral, or electronic communication;

(b) intentionally uses, endeavors to use, or procures any other person to use or endeavor to use any electronic,

mechanical, or other device to intercept any oral communication when-

(i) such device is affixed to, or otherwise transmits a signal through, a wire, cable, or other like connection

used in wire communication; or

(ii) such device transmits communications by radio, or interferes with the transmission of such communication;

or

(iii) such person knows, or has reason to know, that such device or any component thereof has been sent

through the mail or transported in interstate or foreign commerce; or

(iv) such use or endeavor to use (A) takes place on the premises of any business or other commercial

establishment the operations of which affect interstate or foreign commerce; or (B) obtains or is for the

purpose of obtaining information relating to the operations of any business or other commercial establishment

the operations of which affect interstate or foreign commerce; or

(v) such person acts in the District of Columbia, the Commonwealth of Puerto Rico, or any territory or

possession of the United States;

(c) intentionally discloses, or endeavors to disclose, to any other person the contents of any wire, oral, or electronic

communication, knowing or having reason to know that the information was obtained through the interception



明
治
大
学
　
法
律
論
叢
85
巻
6
号
：
責
了
te
x
/n
at
su
i-
85
6.
te
x
p
ag
e3
97
20
13
/0
2/
13
16
:4
0

3
9
7

―
―
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
（
三
）―
―

of a wire, oral, or electronic communication in violation of this subsection;

(d) intentionally uses, or endeavors to use, the contents of any wire, oral, or electronic communication, knowing

or having reason to know that the information was obtained through the interception of a wire, oral, or electronic

communication in violation of this subsection; or

(e)

(i) intentionally discloses, or endeavors to disclose, to any other person the contents of any wire, oral,

or electronic communication, intercepted by means authorized by sections 2511(2)(a)(ii), 2511(2)(b)-(c),

2511(2)(e), 2516, and 2518 of this chapter,

(ii) knowing or having reason to know that the information was obtained through the interception of such a

communication in connection with a criminal investigation,

(iii) having obtained or received the information in connection with a criminal investigation, and

(iv) with intent to improperly obstruct, impede, or interfere with a duly authorized criminal investigation,

shall be punished as provided in subsection (4) or shall be subject to suit as provided in subsection (5).

(2)-(3) [omitted]

(4)

(a) Except as provided in paragraph (b) of this subsection or in subsection (5), whoever violates subsection (1)

of this section shall be fined under this title or imprisoned not more than five years, or both.

(b) Conduct otherwise an offense under this subsection that consists of or relates to the interception of a satellite
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transmission that is not encrypted or scrambled and that is transmitted-

(i) to a broadcasting station for purposes of retransmission to the general public; or

(ii) as an audio subcarrier intended for redistribution to facilities open to the public, but not including data

transmissions or telephone calls,

is not an offense under this subsection unless the conduct is for the purposes of direct or indirect commercial

advantage or private financial gain.

(5)

(a)

(i) If the communication is-

(A) a private satellite video communication that is not scrambled or encrypted and the conduct in violation

of this chapter is the private viewing of that communication and is not for a tortious or illegal purpose or

for purposes of direct or indirect commercial advantage or private commercial gain; or

(B) a radio communication that is transmitted on frequencies allocated under subpart D of part 74 of the

rules of the Federal Communications Commission that is not scrambled or encrypted and the conduct in

violation of this chapter is not for a tortious or illegal purpose or for purposes of direct or indirect commercial

advantage or private commercial gain,

then the person who engages in such conduct shall be subject to suit by the Federal Government in a court of

competent jurisdiction.
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(ii)
In
a
n
a
ctio
n
u
n
d
er
th
is
su
b
sectio

n
-

(A
)
if
th
e
v
io
la
tio
n
o
f
th
is
ch
a
p
ter
is
a
fi
rst
o
ff
en
se
fo
r
th
e
p
erso
n
u
n
d
er
p
a
ra
g
ra
p
h
(a
)
o
f
su
b
sectio

n
(4
)

a
n
d
su
ch
p
erso
n
h
a
s
n
o
t
b
een
fo
u
n
d
lia
b
le
in
a
civ
il
a
ctio
n
u
n
d
er
sectio

n
2
5
2
0
o
f
th
is
title,

th
e
F
ed
era
l

G
ov
ern
m
en
t
sh
a
ll
b
e
en
titled

to
a
p
p
ro
p
ria
te
in
ju
n
ctiv
e
relief;

a
n
d

(B
)
if
th
e
v
io
la
tio
n
o
f
th
is
ch
a
p
ter
is
a
seco
n
d
o
r
su
b
seq
u
en
t
o
ff
en
se
u
n
d
er
p
a
ra
g
ra
p
h
(a
)
o
f
su
b
sectio

n
(4
)

o
r
su
ch
p
erso
n
h
a
s
b
een
fo
u
n
d
lia
b
le
in
a
n
y
p
rio
r
civ
il
a
ctio
n
u
n
d
er
sectio

n
2
5
2
0
,
th
e
p
erso
n
sh
a
ll
b
e
su
b
ject

to
a
m
a
n
d
a
to
ry
5
0
0
civ
il
fi
n
e.

(b
)
T
h
e
co
u
rt
m
ay
u
se
a
n
y
m
ea
n
s
w
ith
in
its
a
u
th
o
rity
to
en
fo
rce
a
n
in
ju
n
ctio
n
issu
ed
u
n
d
er
p
a
ra
g
ra
p
h
(ii)(A

),

a
n
d
sh
a
ll
im
p
o
se
a
civ
il
fi
n
e
o
f
n
o
t
less
th
a
n
5
0
0
fo
r
ea
ch
v
io
la
tio
n
o
f
su
ch
a
n
in
ju
n
ctio
n
.

２
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
電
気
通
信
法
（T

elecom
m
u
n
ication

s
A
ct

）
は
、
二
〇
〇
九
年
に
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に
は
、
通
信
傍
受

の
禁
止
条
項
及
び
罰
則
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
、
犯
罪
捜
査
の
目
的
で
通
信
傍
受
が
実
行
さ
れ
る
場
合
の
適
法
要
件
等
に
関

す
る
条
項
も
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
国
の
法
令
で
言
え
ば
、
通
信
関
連
法
及
び
通
信
傍
受
法
（
平
成
一
一
年
法
律
一
三
七
号
）

を
一
個
の
法
律
と
し
て
合
体
し
た
よ
う
な
構
造
を
も
っ
た
法
律
で
あ
る
。

最
近
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
機
器
等
に
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
を
密
か
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
当
該
モ
バ
イ
ル
機
器
等
の
利
用

者
の
私
生
活
や
行
動
履
歴
等
の
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
行
為
に
つ
い
て
、
同
法
に
違
反
す
る
通
信
傍
受
行
為
に
該
当
す
る
と
の
オ
ー
ス
ト
ラ
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リ
ア
政
府
（
国
務
長
官
）
の
見
解
が
示
さ
れ
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た（108
）
　
。
条
文
を
読
め
ば
理
解
で
き
る
と
お
り
、
通
信
傍
受
の
禁
止
に
関

す
る
条
文
は
極
め
て
簡
素
で
あ
り
、
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
に
よ
る
個
人
デ
ー
タ
等
の
取
得
行
為
に
つ
い
て
、
同
国
の
電
気
通
信
法
が
定
め
る
通

信
傍
受
行
為
に
該
当
す
る
と
の
法
解
釈
は
成
立
可
能
で
あ
る
。
日
本
国
の
通
信
関
連
法
に
定
め
る
通
信
の
秘
密
侵
害
罪
に
関
す
る
罰
則
が

ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
に
も
適
用
可
能
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
上
で
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

一
般
に
、
通
信
傍
受
に
該
当
す
る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
適
法
な
犯
罪
捜
査
の
目
的
な
ど
の
違
法
性
阻
却
事
由
が
存
在
す
る
場
合
、
当
該
通

信
傍
受
は
違
法
行
為
と
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
違
法
性
阻
却
が
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
電
気
通
信
法
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
非
常
に
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
本
論
文
で
は
、
一
般
的

な
禁
止
に
関
す
る
条
項
（
同
法
七
条
）
及
び
そ
の
違
反
行
為
に
対
す
る
罰
則
（
同
法
一
〇
五
条
）
の
部
分
の
み
を
訳
出
す
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
同
法
七
条
で
禁
止
し
て
い
る
行
為
は
傍
受
行
為
（
知
得
行
為
）
及
び
そ
の
幇
助
行
為
で
あ
る
。
ま
た
、
罰
則
に
定
め
る
法
定
刑

は
、
正
式
裁
判
に
よ
る
場
合
に
は
二
年
以
下
の
拘
禁
刑
で
あ
り
、
略
式
裁
判
の
場
合
に
は
六
月
以
下
の
拘
禁
刑
で
あ
る
の
で
、
日
本
国
の

通
信
関
連
法
に
規
定
す
る
法
定
刑
と
ほ
ぼ
同
等
の
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
　
通
信
は
傍
受
で
き
な
い

（1）
　
い
か
な
る
者
も
、
通
信
シ
ス
テ
ム
を
介
し
て
な
さ
れ
る
通
信
に
つ
い
て
、
次
の
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

_

傍
受;

`

第
三
者
が
傍
受
す
る
こ
と
の
承
認
、
黙
認
も
し
く
は
許
容;
ま
た
は
、

a

自
己
ま
た
は
第
三
者
が
傍
受
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
行
為
も
し
く
は
事
柄
。

（2）
な
い
し
（10）
（
省
略
）
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一
〇
五
条
　
七
条
ま
た
は
六
三
条
の
違
反
行
為

（1）
　
七
条
（1）
項
ま
た
は
六
三
条
に
違
反
す
る
者
は
、
当
該
条
項
の
違
反
行
為
と
し
て
有
罪
で
あ
る
。

（2）
　
七
条
（1）
項
ま
た
は
六
三
条
の
違
反
行
為
は
、
本
条
に
基
づ
き
、
正
式
裁
判
と
し
て
起
訴
す
る
こ
と
が
で
き
、
二
年
以
下
の
拘
禁
刑

の
宣
告
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
。

（3）
　
七
条
（1）
項
ま
た
は
六
三
条
の
違
反
行
為
が
正
式
裁
判
と
し
て
起
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
簡
易
裁
判
の
管
轄

権
を
有
す
る
裁
判
所
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り
、
当
該
違
反
行
為
に
つ
い
て
審
理
し
判
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
・・

_
　
訴
訟
手
続
が
司
法
長
官
ま
た
は
検
事
総
長
の
名
で
遂
行
さ
れ;

`
　
被
告
人
と
検
察
官
と
の
間
で
合
意
が
あ
り;

か
つ
、

a
　
当
該
違
反
行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
裁
判
所
が
審
理
及
び
判
決
を
遂
行
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
裁
判
所
が
判
断
す
る
場
合
。

（4）
　
七
条
（1）
項
ま
た
は
六
三
条
の
違
反
行
為
の
あ
る
者
に
対
し
て
（3）
項
の
規
定
に
従
い
簡
易
裁
判
の
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
が
判
決

を
宣
告
す
る
場
合
、
そ
の
裁
判
所
が
科
す
こ
と
の
で
き
る
刑
は
、
六
月
以
下
の
拘
禁
刑
で
あ
る
。

﹇
原
文
﹈

7
T
elecom

m
u
n
ication

s
n
ot

to
b
e

in
tercep

ted

(1
)
A
p
erso
n
sh
a
ll
n
o
t:

(a
)
in
tercep

t;

(b
)
a
u
th
o
rize,

su
ff
er
o
r
p
erm
it
a
n
o
th
er
p
erso
n
to
in
tercep

t;
o
r

(c)
d
o
a
n
y
a
ct
o
r
th
in
g
th
a
t
w
ill
en
a
b
le
h
im
o
r
h
er
o
r
a
n
o
th
er
p
erso
n
to
in
tercep

t;



明
治
大
学
　
法
律
論
叢
85
巻
6
号
：
責
了
te
x
/n
at
su
i-
85
6.
te
x
p
ag
e4
02
20
13
/0
2/
13
16
:4
0

―
―
法
　
　
律
　
　
論
　
　
叢
―
―

4
0
2

a communication passing over a telecommunications system.

(2)-(10) [omitted]

105 Contravention of section 7 or 63

(1) A person who contravenes subsection 7(1) or section 63 is guilty of an offence against that subsection or section.

(2) An offence against subsection 7(1) or section 63 is an indictable offence and, subject to this section, is punishable

on conviction by imprisonment for a period not exceeding 2 years.

(3) Notwithstanding that an offence against subsection 7(1) or section 63 is an indictable offence, a court of summary

jurisdiction may hear and determine proceedings in respect of such an offence if, and only if:

(a) the proceedings are brought in the name of the Attorney-General or the Director of Public Prosecutions;

(b) the defendant and the prosecutor consent; and

(c) the court is satisfied that it is proper for the court to hear and determine proceedings in respect of the offence.

(4) Where, in accordance with subsection (3), a court of summary jurisdiction convicts a person of an offence against

subsection 7(1) or section 63, the penalty that the court may impose is imprisonment for a period not exceeding 6

months.
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四
　
ま
と
め

以
上
で
本
論
文
に
お
け
る
検
討
を
終
え
る
。

本
論
文
は
、
科
学
技
術
論
文
で
は
な
い
の
で
、
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
な
ど
の
よ
う
に
主
と
し
て
通
信
傍
受
や
個
人
デ
ー
タ
の
隠
れ
た
収
集
の

た
め
に
用
い
ら
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
技
術
面
に
関
す
る
詳
細
な
論
述
は
省
略
し
た
。
し
か
し
、
現
実
に
大
量
に
存
在
し
、

日
々
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
膨
大
な
量
の
機
密
情
報
を
抜
き
取
り
続
け
て
い
る
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
の
脅
威
は
十
分
に
認
識
・
理
解

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
し
、
そ
の
た
め
に
は
技
術
面
に
お
け
る
事
実
の
理
解
を
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

今
後
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
関
す
る
研
究
を
更
に
先
に
進
め
、
よ
り
深
く
研
究
す
る
と
同
時
に
、
あ
る
べ
き
サ
イ
バ
ー
立
法
論
を
提
示
す

る
た
め
の
考
察
と
そ
の
準
備
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
そ
の
研
究
結
果
を
論
文
と
し
て
公
表
し
た
い
と
考
え
る（109
）
　
。

注（
1
）

サ
イ
バ
ー
犯
罪
条
約
三
条
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
デ
ー
タ
の
違
法
傍
受
に
つ
い
て
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
へ
の
若
し
く
は
そ
こ
か
ら
の
又

は
そ
の
内
部
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
デ
ー
タ
の
非
公
開
送
信
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
デ
ー
タ
を
伝
送
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
電

磁
的
放
射
を
含
む
。）
の
傍
受
が
、
技
術
的
手
段
に
よ
っ
て
権
限
な
し
に
故
意
に
行
わ
れ
る
こ
と
」
と
規
定
し
て
い
る
。

（
2
）

多
賀
谷
一
照
・
岡
崎
俊
一
・
岡
崎
　
毅
・
豊
島
基
暢
・
藤
野
　
克
編
著
『
電
気
通
信
事
業
法
逐
条
解
説
』（
財
団
法
人
電
気
通
信
振
興
会
、
二
〇
〇

八
）
三
八
頁

（
3
）

例
え
ば
、
東
京
地
裁
平
成
二
年
七
月
二
六
日
判
決
・
判
例
時
報
一
三
五
八
号
一
五
一
頁
は
、「
対
話
者
の
一
方
が
相
手
方
の
同
意
を
得
な
い
で
し
た

会
話
の
録
音
は
、
そ
れ
に
よ
り
録
音
に
同
意
し
な
か
っ
た
対
話
者
の
人
格
権
が
あ
る
程
度
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
が
、
い
わ
ゆ
る
盗
聴
の
場
合
と
は
異
な
り
、
対
話
者
は
相
手
方
に
対
す
る
関
係
で
は
自
己
の
会
話
を
聞
か
れ
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
会
話
の
秘

密
性
を
放
棄
し
そ
の
会
話
内
容
を
相
手
方
の
支
配
下
に
委
ね
た
も
の
と
見
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
会
話
録
音
の
適
法
性
に
つ
い
て
は
、
録
音
の
目
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的
、
対
象
、
手
段
方
法
、
対
象
と
な
る
会
話
の
内
容
、
会
話
時
の
状
況
等
の
諸
事
情
を
総
合
し
、
そ
の
手
続
に
著
し
く
不
当
な
点
が
あ
る
か
否
か
を
考

慮
し
て
こ
れ
を
決
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
、「
本
件
録
音
は
、
本
件
捜
索
差
押
の
被
疑
事
実
で
あ
る
昭
和
六
三
年
一
〇
月
一
六
日
Ａ
方
に

対
す
る
脅
迫
電
話
の
事
実
自
体
な
い
し
こ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
他
の
脅
迫
電
話
の
事
実
の
捜
査
を
目
的
と
し
て
、
右
捜
索
差
押
の
際
に
警
察
官
と

総
括
立
会
人
で
あ
る
被
告
人
ら
と
の
捜
索
差
押
に
関
す
る
会
話
及
び
そ
の
際
の
雑
談
を
録
音
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
会
話
の
際
、
被
告

人
は
会
話
の
相
手
が
警
察
官
で
あ
る
こ
と
及
び
本
件
捜
索
差
押
の
被
疑
事
実
が
右
の
脅
迫
電
話
の
事
件
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
他
方
、
警

察
官
は
、
被
告
人
の
声
を
録
音
す
る
た
め
、
被
告
人
に
対
し
て
話
し
か
け
る
な
ど
の
働
き
か
け
を
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
会
話
は
捜
索
差
押
の
際

の
も
の
と
し
て
特
に
異
常
な
も
の
と
は
言
え
ず
、
ま
た
Ｃ
が
被
告
人
に
対
し
て
し
た
被
告
人
の
母
親
の
話
も
虚
偽
の
内
容
で
は
な
い
。
そ
の
他
、
警

察
官
が
被
告
人
を
挑
発
し
、
欺
罔
な
い
し
偽
計
を
用
い
、
あ
る
い
は
誘
導
す
る
な
ど
不
当
な
手
段
を
用
い
て
、
被
告
人
に
無
理
に
話
を
す
る
ま
い
と

し
て
い
る
話
を
さ
せ
た
と
い
う
よ
う
な
事
情
も
認
め
ら
れ
な
い
」
と
の
事
実
認
定
を
前
提
に
、「
以
上
の
諸
事
情
を
総
合
す
れ
ば
、
本
件
録
音
は
、
そ

の
手
続
に
著
し
く
不
当
な
点
は
認
め
ら
れ
ず
、
適
法
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。

（
4
）

高
橋
郁
夫
・
林
紘
一
郎
・
船
橋
　
信
・
吉
田
一
雄
「
通
信
の
秘
密
の
数
奇
な
運
命
（
制
定
法
）」
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
八
巻
（
二
〇

〇
九
）
一
頁
、
高
橋
郁
夫
・
吉
田
一
雄
「
通
信
の
秘
密
の
数
奇
な
運
命
（
憲
法
）」
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
五
巻
（
二
〇
〇
六
）
四
四
頁

（
5
）

例
え
ば
、
ア
ナ
ロ
グ
式
電
話
の
受
話
器
を
考
え
て
み
る
と
、
音
声
を
電
気
信
号
に
変
え
て
送
信
し
、
ま
た
は
、
受
信
し
た
電
気
信
号
を
音
波
に
変

換
す
る
だ
け
の
装
置
で
あ
り
、
受
話
器
内
に
音
声
信
号
や
電
気
信
号
等
が
一
時
的
に
せ
よ
蓄
積
・
記
録
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
容
易
に
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、
テ
レ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
デ
ー
タ
通
信
装
置
に
お
い
て
も
、
通
常
は
、
送
受
信
の
た
め
の
装
置
内
に
一
時
的
に
せ

よ
電
気
信
号
等
が
蓄
積
・
記
録
さ
れ
る
よ
う
な
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
前
の
時
代
に
お
け
る
通
信
手
段
に
関

し
て
は
、
星
名
定
雄
『
情
報
と
通
信
の
文
化
史
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
六
）
で
詳
細
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ア
ナ
ロ
グ
通
信
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
は
直
接
に
移
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
夏
井
高
人
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
文
化
と
法
』（
日
本
評
論
社
、

一
九
九
七
）
三
五
頁
以
下
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

（
6
）

こ
の
こ
と
は
、
通
信
傍
受
だ
け
で
は
な
く
、
現
実
社
会
の
要
素
の
一
部
を
自
動
的
に
記
録
す
る
仕
組
み
の
一
種
で
あ
る
防
犯
カ
メ
ラ
（
モ
ニ
タ
）

等
で
も
同
じ
で
あ
る
。
撮
影
さ
れ
た
映
像
は
、
デ
ィ
ス
ク
等
に
記
録
さ
れ
保
存
さ
れ
る
が
、
撮
影
の
対
象
は
常
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
「
事
実
」
で
あ

る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
警
察
活
動
の
一
部
と
し
て
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
等
に
関
し
て
は
、
田
村
正
博
『
全
訂
警
察
行
政
法
解
説
』（
東
京
法
令
出

版
、
二
〇
一
一
）
三
〇
一
頁
以
下
が
参
考
に
な
る
。

（
7
）

ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
の
定
義
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、必
ず
し
も
確
定
的
な
見
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、法
学
上
の
定
義
と
し
て
は
、既
存
の
法
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令
に
お
け
る
定
義
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
法
令
の
一
つ
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
消
費
者
保
護
法
（C

a
lifo
rn
ia
B
u
sin
ess
a
n
d
P
ro
fessio

n
s
C
o
d
e
C
h
a
p
ter
3
2
.
S
ectio

n
2
2
9
4
7
–
2
2
9
4
7
.6
-
C
o
n
su
m
er

P
ro
tectio

n
A
g
a
in
st
C
o
m
p
u
ter
S
p
y
w
a
re
A
ct

）」
が
参
考
に
な
る
。
同
法
は
、
標
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（T

a
rg
eted

M
a
rk
etin
g

）
ま
た

は
標
的
商
業
宣
伝
広
告
（T

a
rg
eted

a
d
v
ertisin

g

）
及
び
ト
ロ
イ
の
木
馬
を
用
い
た
攻
撃
な
ど
を
想
定
し
、
そ
れ
ら
に
よ
る
消
費
者
被
害
の
防
止

を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
の
定
義
に
つ
い
て
も
自
ず
と
限
定
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
の
例
と
し

て
、
キ
ー
ロ
ガ
ー
と
呼
ば
れ
る
打
鍵
情
報
の
取
得
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
者
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
閲
覧
履
歴
と
い
っ
た
行
動
履
歴

の
取
得
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
を
明
記
し
て
い
る
。
な
お
、
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
の
定
義
に
関
し
て
は
、
米
国
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
検
討
結
果
で
あ
るS

p
y
w
a
re

W
o
rk
sh
o
p
-
M
o
n
ito
rin
g
S
o
ftw
a
re
o
n
Y
o
u
r
P
C
:
S
p
y
w
a
re,
A
d
w
a
re,
a
n
d
O
th
er
S
o
ftw
a
re,
S
ta
ff
R
ep
o
rt,
M
a
rch
2
0
0
5

、

W
a
y
n
e
R
.
B
a
rn
es,
R
eth
in
k
in
g
S
p
y
w
a
re:
Q
u
estio

n
in
g
th
e
P
ro
p
riety

o
f
C
o
n
tra
ctu
a
l
C
o
n
sen
t
to
O
n
lin
e
S
u
rv
eilla
n
ce,

U
n
iv
ersity

o
f
C
a
lifo
rn
ia
,
D
a
v
is
V
o
l.3
9
:
1
5
4
5
,
2
0
1
1

が
非
常
に
参
考
に
な
る
。

（
8
）

も
ち
ろ
ん
、
ス
パ
ウ
ェ
ア
の
仕
様
に
よ
っ
て
は
「
他
人
間
の
通
信
」
に
対
す
る
干
渉
と
な
り
得
る
場
合
が
あ
り
得
る
。
例
え
ば
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る

位
置
情
報
の
処
理
が
通
信
会
社
（
携
帯
電
話
会
社
等
）
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
と
端
末
装
置
と
の
間
の
通
信
を
基
礎
と
す
る
処
理
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ

て
い
る
場
合
（
特
に
端
末
装
置
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
を
取
得
す
る
た
め
の
セ
ン
サ
ー
の
機
能
し
か
有
せ
ず
、
実
際
の
位
置
情
報
処
理
は
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ

の
中
で
実
行
さ
れ
て
い
る
場
合
）、
そ
の
よ
う
な
位
置
情
報
処
理
の
た
め
の
通
信
の
や
り
と
り
に
対
す
る
無
権
限
の
ア
ク
セ
ス
及
び
そ
の
取
得
は
、
通

信
当
事
者
の
通
信
に
対
す
る
第
三
者
か
ら
の
干
渉
と
な
る
。

（
9
）

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
駆
使
し
た
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の
応
用
で
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
技
法
等
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
コ
ト
ラ
ー
（
恩
藏
直
人

監
訳
）『
コ
ト
ラ
ー
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
セ
プ
ト
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
三
）、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
コ
ト
ラ
ー
（
塚
本
一
郎
監
訳
）『
コ
ト

ラ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』（
丸
善
、
二
〇
一
〇
）
な
ど
が
参
考
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
技
法
の
応
用
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
早

い
時
期
か
ら
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、A

lex
a
n
d
er
H
a
la
v
a
is,
S
ea
rch
E
n
g
in
e
S
o
ciety,

P
o
lity,

2
0
0
9
,
S
im
so
n
G
a
rfi
n
k
el,

D
a
ta
b
a
se
N
a
tio
n
:
T
h
e
D
ea
th
o
f
P
riv
a
cy
in
th
e
2
1
st
C
en
tu
ry,
O
reilly

&
A
sso
cia
tes,
2
0
0
0

な
ど
が
あ
る
。

（
10
）

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
広
告
表
示
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
こ
の
種
の
疑
義
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
総
務
省
（
川
端
達
夫
総
務
相
）
は
、
二
〇
一
二
年

九
月
一
九
日
の
閣
議
に
お
い
て
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
が
電
気
通
信
事
業
法
に
定
め
る
通
信
の
秘
密
の
侵
害
に
は
該
当
し
な
い
と
の
見
解
を

採
用
す
る
旨
を
報
告
し
、
閣
議
に
お
い
て
了
承
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
総
務
省
は
、
公
式
に
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
条

件
に
こ
の
種
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
許
容
す
る
旨
の
見
解
を
示
し
た
（
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
に
お
け
る
新
広
告
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
（
総
務
省
・
平
成
二
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四
年
九
月
二
七
日
））。
そ
の
背
景
に
は
、G

o
o
g
le

な
ど
の
海
外
大
手
企
業
が
既
に
類
似
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
日
本
国
の
企
業
が
こ
の
種

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
と
す
れ
ば
市
場
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
危
惧
感
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
米
国
に
お
い
て
も
、G

o
o
g
le

な
ど
大
手
企
業
に
よ
る
広
告
付
電
子
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
適
法
性
に
つ
い
て
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
、
同
州
の
州
務
長
官
（A

tto
rn
ey
G
en
era
l

）
は
、
こ
の
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
行
す
る
た
め
の
ア

プ
リ
が
同
州
の
法
令
に
違
反
す
る
と
し
て
、
そ
の
提
供
企
業
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
を
適
切
な
も
の
に
修
正
し
な
い
限
り
違
法
な
不
正
競
争
行

為
と
し
て
扱
う
旨
の
見
解
を
示
し
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
中
で
は
、G
o
o
g
le

の
顧
客
行
動
履
歴
解
析
サ
ー
ビ
ス
（G

o
o
g
le
A
n
a
ly
tics

）
が

個
人
デ
ー
タ
保
護
法
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
個
人
デ
ー
タ
保
護
官
（D

a
ta
P
ro
tectio

n
A
u
th
o
rity

）
の
公
式
見
解
表
明
が
相
次
い
で
い

る
。
同
様
に
、
カ
ナ
ダ
で
は
、G

o
o
g
le

がG
m
a
il

で
提
供
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
検
知
サ
ー
ビ
ス
が
自
動
的
に
メ
ー
ル
内
容
を
読
み
取
り
、
自
動
プ

ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
基
づ
い
て
自
動
選
定
さ
れ
た
商
業
宣
伝
広
告
を
付
加
し
て
い
る
こ
と
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
該
当
す
る
と
し
て
大
規
模
な
ク

ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。G

o
o
g
le

は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
自
動
処
理
す
る
の
で
人
間
が
内
容
を
知
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
発
生

す
る
こ
と
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
が
、
他
方
でG
o
o
g
le

が
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
自
動
収
集
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
（B

ig
d
a
ta

）
と
し
て
商
業

利
用
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
も
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
収
集
さ
れ
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タG

o
o
g
le

の
主
張
は
、
全
体
と
し

て
み
る
と
整
合
性
が
と
れ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
サ
イ
ト
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
ヤ
フ
ー
、
メ
ー
ル
内
容
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
新
広
告
実
施
へ
総
務
省
と
折
衝
大
詰
め
（IT

m
ed
ia

ニ
ュ
ー
ス
・
二
〇
一
二
年
八
月
二
七
日
）

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.itm
ed
ia
.co
.jp
/
n
ew
s/
a
rticles/

1
2
0
8
/
2
7
/
n
ew
s0
3
5
.h
tm
l

﹇
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
日
確
認
﹈

　
総
務
省
、
ヤ
フ
ー
の
新
広
告
は
許
容
範
囲
（
Ｍ
Ｓ
Ｎ
産
経
ニ
ュ
ー
ス
・
二
〇
一
二
年
九
月
一
九
日
）

　h
ttp
:/
/
sa
n
k
ei.jp
.m
sn
.co
m
/
eco
n
o
m
y
/
n
ew
s/
1
2
0
9
1
9
/
b
iz1
2
0
9
1
9
1
4
2
4
0
0
2
0
-n
1
.h
tm

﹇
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
日
確
認
﹈

　C
a
lifo
rn
ia
b
eg
in
s
cra
ck
d
o
w
n
o
n
m
o
b
ile
a
p
p
d
ev
elo
p
ers
(R
eg
ister:

3
1
O
cto
b
er
2
0
1
2
)

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.th
ereg
ister.co

.u
k
/
2
0
1
2
/
1
0
/
3
1
/
ca
lifo
rn
ia
p
riv
a
cy
cra
ck
d
o
w
n
m
o
b
ile/

﹇
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
日
確
認
﹈

　U
sin
g
G
o
o
g
le
A
n
a
ly
tics
Is
Illeg
a
l,
G
erm
a
n
G
o
v
ern
m
en
t
O
ffi
cia
ls
C
la
im
(W
a
sh
in
g
to
n
P
o
st:
N
o
v
em
b
er
2
4
,
2
0
0
9
)

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.w
a
sh
in
g
to
n
p
o
st.co

m
/
w
p
-d
y
n
/
co
n
ten
t/
a
rticle/

2
0
0
9
/
1
1
/
2
4
/
A
R
2
0
0
9
1
1
2
4
0
1
4
9
3
.h
tm
l

﹇
二
〇
一
二
年
一
一
月

二
日
確
認
﹈

　G
o
o
g
le
A
n
a
ly
tics
b
rea
k
s
N
o
rw
eg
ia
n
p
riv
a
cy
la
w
s,
lo
ca
l
a
g
en
cy
sa
id
(C
IO
A
U
:
A
u
g
u
st
2
1
,
2
0
1
2
)
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　h
ttp
:/
/
w
w
w
.cio
.co
m
.a
u
/
a
rticle/

4
3
4
1
6
4
/
g
o
o
g
le
a
n
a
ly
tics
b
rea
k
s
n
o
rw
eg
ia
n
p
riv
a
cy
la
w
s
lo
ca
l
a
g
en
cy

﹇
二
〇
一
二
年

一
一
月
二
日
確
認
﹈

　G
m
a
il
a
n
d
p
riv
a
cy
:
C
o
u
ld
C
a
n
a
d
ia
n
cla
ss
a
ctio
n
la
w
su
it
th
rea
ten
a
n
ti-sp

a
m
so
ftw
a
re?
(V
a
n
co
u
v
er
S
u
n
:
O
cto
b
er

5
,
2
0
1
2
)

　

h
ttp
:/
/
b
lo
g
s.v
a
n
co
u
v
ersu
n
.co
m
/
2
0
1
2
/
1
0
/
0
5
/
g
m
a
il-a
n
d
-p
riv
a
cy
-co
u
ld
-ca
n
a
d
ia
n
-cla
ss-a
ctio
n
-la
w
su
it-th

rea
ten
-a
n
ti-

sp
a
m
-so
ftw
a
re/

﹇
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
日
確
認
﹈

（
11
）

前
掲
東
京
地
裁
平
成
二
年
七
月
二
六
日
判
決

（
12
）

単
な
る
期
待
権
の
一
種
に
留
ま
ら
ず
、
法
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
利
益
と
し
て
理
解
す
べ
き
場
合
は
あ
り
得
る
。
た
と
え
ば
、
通
信
の
一
方
当
事

者
（
Ａ
）
が
他
方
当
事
者
（
Ｂ
）
に
対
し
て
、
通
信
内
容
を
第
三
者
に
漏
ら
す
こ
と
は
な
い
旨
を
確
約
し
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
よ
う
に
機
密
性
が
保

証
さ
れ
た
と
信
じ
た
Ｂ
の
信
頼
は
法
的
に
も
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
、
Ａ
が
Ｂ
の
信
頼
を
裏
切
り
、
Ａ
及
び
Ｂ
間

の
通
信
内
容
を
第
三
者
に
提
供
し
た
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
る
べ
き
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
13
）

具
体
的
な
技
術
的
手
段
に
関
し
て
は
、W

a
lla
ce
W
a
n
g
,
S
tea
l
T
h
is
C
o
m
p
u
ter
B
o
o
k
4
.0
,
N
o
S
ta
rch
P
ress,

2
0
0
6

、M
.
S
ik
o
rsk
i

&
A
.
H
o
n
in
g
,
P
ra
ctica

l
M
a
lw
a
re
A
n
a
ly
sis,
n
o
sta
rch
p
ress,

2
0
1
2

、E
ric
T
.
P
eterso

n

（
木
下
哲
也
・
有
限
会
社
福
龍
興
業
訳
）

『
Ｗ
ｅ
ｂ
解
析
Ｈ
ａ
ｃ
ｋ
ｓ
―
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
＆
ツ
ー
ル
』（
オ
ラ
イ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
、
二
〇
〇
六
）、

洋
泉
社
編
集
部
編
『
サ
イ
バ
ー
犯
罪
と
デ
ジ
タ
ル
鑑
識
の
最
前
線
！
』（
洋
泉
社
、
二
〇
一
一
）、
内
田
勝
也
・
高
橋
正
和
『
有
害
プ
ロ
グ
ラ
ム
ー
そ
の

分
類
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
・
対
策
』（
共
立
出
版
、
二
〇
〇
四
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）

夏
井
高
人
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
（
二
）
―
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（P

h
ish
in
g

）
に
関
す
る
比
較
法
的
検
討
」
法
律
論
叢
八
五
巻
四
・
五
号
（
二
〇

一
三
）

（
15
）

例
え
ば
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
に
関
し
て
は
、
堀
部
政
男
編
著
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
個
人
情
報
保
護
の
新
課
題
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
〇
）
二
三
五
頁
以

下
の
第
七
章
「
位
置
情
報
技
術
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
―
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
追
跡
が
も
た
ら
す
法
的
課
題
を
中
心
と
し
て
」﹇
松
前
惠
環
﹈、
Ｗ
ｅ
ｂ
の
行
動

履
歴
追
跡
に
関
し
て
は
、
同
書
二
八
七
頁
以
下
の
第
八
章
「
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
個
人
情
報
保
護
」﹇
小
向
太
郎
﹈、
行
動

履
歴
デ
ー
タ
に
基
づ
く
自
動
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
石
井
夏
生
利
「
ラ
イ
フ
ロ
グ
を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題
の
検
討
」
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
九
巻
一
号
一
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
16
）

夏
井
高
人
・
岡
村
久
道
・
掛
川
雅
人
編
『
Ｑ
＆
Ａ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
法
務
と
税
務
（
平
成
二
四
年
改
訂
版
）』（
新
日
本
法
規
出
版
）
八
〇
九
頁
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﹇
指
宿
　
信
﹈

（
17
）

通
信
傍
受
以
外
の
方
法
に
よ
る
監
視
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
個
人
情
報
保
護
の
新
課
題
』
一
九
三
頁
以
下
の
「
監
視
・
追
跡
技
術

と
公
法
的
側
面
に
お
け
る
課
題
」﹇
新
保
史
生
﹈
が
詳
し
い
。

（
18
）

例
え
ば
、D

a
v
id
E
.
S
a
n
g
er,
C
o
n
fro
n
t
a
n
d
C
o
n
cea
l,
C
ro
w
n
,
2
0
1
2

の
一
八
八
頁
以
下
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
（O

ly
m
p
ic

G
a
m
es

）
と
い
う
軍
事
上
の
作
戦
名
で
、
イ
ラ
ン
の
核
施
設
等
に
対
し
特
殊
な
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
を
用
い
た
諜
報
作
戦
（
核
施
設
内
に
お
け
る
通
信
傍

受
等
）
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
エ
シ
ュ
ロ
ン
（E
ch
elo
n

）
と
呼
ば
れ
る
米
国
諜
報
機
関
に
よ
り
構
築
さ
れ
て
い
た
大
規
模

な
衛
星
通
信
傍
受
網
に
つ
い
て
は
、N

ick
y
H
a
g
er,
S
ecret

P
o
w
er,
C
ra
ig
P
o
tto
n
,
1
9
9
6

が
最
も
詳
し
い
。

（
19
）

通
信
法
制
全
体
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
多
賀
谷
一
照
・
松
本
恒
雄
編
『
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
法
律
実
務
（
平
成
二
四
年
改
訂
版
）』（
第
一
法
規
）

三
四
二
一
頁
﹇
石
谷
寧
希
﹈
が
詳
し
い
。

（
20
）

本
論
文
で
直
接
の
検
討
対
象
と
す
る
電
気
通
信
事
業
法
、
有
線
電
気
通
信
法
、
電
波
法
、
刑
法
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
ほ
か
、
通
信
の
秘
密
侵

害
行
為
に
対
し
て
適
用
可
能
な
刑
罰
法
令
と
し
て
、
著
作
権
法
（
通
信
傍
受
に
よ
っ
て
複
製
権
侵
害
が
発
生
す
る
場
合
な
ど
）
及
び
郵
便
法
七
七
条
、

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
）
一
九
条
に
規
定
す
る
贈
収
賄
罪
の
規
定
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
21
）

前
掲
『
Ｑ
＆
Ａ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
法
務
と
税
務
』
五
七
二
頁
﹇
木
村
順
吾
﹈

（
22
）

厳
密
に
は
、
ど
の
法
令
も
適
用
さ
れ
な
い
通
信
形
態
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
有
線
通
信
で
も
電
気
通
信
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
有
線
電
気
通

信
法
が
適
用
さ
れ
な
い
の
で
、
た
と
え
ば
、
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
中
空
の
線
路
を
用
い
た
空
気
圧
の
伝
送
（
音
波
の
伝
送
の
場
合
を
含

む
。）
純
水
そ
の
他
の
液
体
の
伝
送
（
水
圧
の
変
化
の
場
合
を
含
む
。）
と
い
う
有
線
通
信
の
場
合
、
そ
の
方
法
に
よ
っ
て
仮
に
機
密
通
信
が
可
能
な

場
合
で
あ
っ
て
も
（
例
え
ば
、
暗
号
化
さ
れ
た
空
気
圧
の
列
の
送
受
信
な
ど
）、
そ
れ
は
電
磁
的
な
方
法
に
よ
る
通
信
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な

有
線
通
信
に
は
有
線
電
気
通
信
法
が
適
用
さ
れ
る
余
地
が
な
い
。
水
圧
の
変
化
に
よ
る
通
信
手
段
の
場
合
な
ど
で
も
同
様
で
あ
る
。

（
23
）

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
関
連
す
る
法
的
問
題
一
般
に
つ
い
て
は
、
岡
村
久
道
編
『
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
法
律
』（
民
事
法

研
究
会
、
二
〇
一
二
）、
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
訳
）「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ー
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
わ

る
利
点
、
リ
ス
ク
お
よ
び
推
奨
事
項
（C

lo
u
d
C
o
m
p
u
tin
g
:
B
en
efi
ts,
risk
s
a
n
d
reco
m
m
en
d
a
tio
n
s
fo
r
in
fo
rm
a
tio
n
secu
rity

）」（
二

〇
〇
九
年
一
一
月
）、T

h
o
m
a
s
J
.
S
h
aw
,
C
lo
u
d
C
o
m
p
u
tin
g
fo
r
L
aw
y
ers
a
n
d
E
x
ecu
tiv
e,
A
u
to
n
o
m
o
u
s
L
eg
a
l
&
T
ech
n
o
lo
g
y

P
u
b
lish
in
g
,
2
0
1
1

、R
en
zo
M
a
rch
in
i,
C
lo
u
d
C
o
m
p
u
tin
g
-
A
P
ra
ctica

l
In
tro
d
u
ctio
n
to
th
e
L
eg
a
l
Issu
es,
B
S
I
S
ta
n
d
a
rd
,

2
0
1
0

、J
o
h
n
W
.
R
ittin

g
h
o
u
se,
J
a
m
es
F
.
R
a
n
so
m
e,
C
lo
u
d
C
o
m
p
u
tin
g
:
Im
p
lem
en
ta
tio
n
,
M
a
n
a
g
em
en
t,
a
n
d
S
ecu
rity,
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C
R
C
P
ress,

2
0
0
9

、C
h
a
rles
O
p
p
en
h
eim
,
T
h
e
N
o
-N
o
n
sen
se
G
u
id
e
to
L
eg
a
l
Issu
es
in
W
eb
2
.0
a
n
d
C
lo
u
d
C
o
m
p
u
tin
g
,

F
a
cet
P
u
b
lish
in
g
,
2
0
1
2

な
ど
。

（
24
）

前
掲
高
橋
ら
「
通
信
の
秘
密
の
数
奇
な
運
命
（
制
定
法
）」
は
、
数
次
に
わ
た
る
法
改
正
を
経
て
現
行
の
電
気
通
信
事
業
法
が
制
定
さ
れ
る
に
至
る

ま
で
の
間
に
、「
通
信
の
秘
密
」
に
関
す
る
法
解
釈
が
変
容
し
た
と
い
う
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
25
）

高
橋
　
勝
「
通
信
の
秘
密
の
保
障
に
つ
い
て
１
」
郵
政
調
査
時
報
一
三
巻
二
号
一
頁
、
同
「
通
信
の
秘
密
の
保
障
に
つ
い
て
２
完
」
郵
政
調
査
時
報

一
三
巻
三
号
四
七
頁

（
26
）

根
岸
　
哲
・
舟
田
正
之
・
石
村
善
治
・
稗
貫
俊
文
『
通
信
・
放
送
・
情
報
と
法
』（
三
省
堂
、
一
九
九
〇
）
八
一
頁
以
下
﹇
舟
田
正
之
﹈

（
27
）

海
野
敦
史
「
憲
法
上
の
通
信
の
秘
密
不
可
侵
の
権
利
性
と
そ
の
私
人
間
効
力
」
社
会
情
報
学
研
究
一
四
巻
二
号
一
七
頁

（
28
）

最
高
裁
昭
和
四
八
年
一
二
月
一
二
日
判
決
・
民
集
二
七
巻
一
一
号
一
五
三
六
頁
、
最
高
裁
平
成
元
年
六
月
二
〇
日
判
決
・
民
集
四
三
巻
六
号
三
八

五
頁
な
ど
。

（
29
）

サ
イ
バ
ー
犯
罪
条
約
の
解
説
書
（C
o
n
v
en
tio
n
o
n
C
y
b
ercrim

e
E
x
p
la
n
a
to
ry
R
ep
o
rt

）
中
の
第
五
一
項
に
は
、
違
法
傍
受
罪
（
サ
イ
バ
ー

犯
罪
条
約
三
条
）
の
目
的
に
つ
い
て
、「
本
条
は
、
デ
ー
タ
通
信
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
違
反
行
為
は
、
人
と
人
と

の
間
の
電
話
に
よ
る
会
話
に
対
す
る
従
来
型
の
タ
ッ
ピ
ン
グ
及
び
録
音
と
同
様
に
通
信
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
構
成
す
る
。
こ
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
権
利
は
、
欧
州
人
権
条
約
八
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
（T

h
is
p
ro
v
isio
n
a
im
s
to
p
ro
tect

th
e
rig
h
t
o
f
p
riv
a
cy
o
f
d
a
ta

co
m
m
u
n
ica
tio
n
.
T
h
e
o
ff
en
ce
rep
resen

ts
th
e
sa
m
e
v
io
la
tio
n
o
f
th
e
p
riv
a
cy
o
f
co
m
m
u
n
ica
tio
n
s
a
s
tra
d
itio
n
a
l
ta
p
p
in
g

a
n
d
reco
rd
in
g
o
f
o
ra
l
telep

h
o
n
e
co
n
v
ersa
tio
n
s
b
etw
een
p
erso
n
s.
T
h
e
rig
h
t
to
p
riv
a
cy
o
f
co
rresp

o
n
d
en
ce
is
en
sh
rin
ed

in
A
rticle

8
o
f
th
e
E
u
ro
p
ea
n
C
o
n
v
en
tio
n
o
n
H
u
m
a
n
R
ig
h
ts.

）」
と
の
記
載
が
あ
る
。

　h
ttp
:/
/
co
n
v
en
tio
n
s.co
e.in
t/
T
rea
ty
/
en
/
R
ep
o
rts/
H
tm
l/
1
8
5
.h
tm

﹇
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
日
確
認
﹈

（
30
）

前
掲
サ
イ
バ
ー
犯
罪
条
約
解
説
書
（E

x
p
la
n
a
to
ry
R
ep
o
rt

）
中
の
一
四
二
項
及
び
一
四
三
項
参
照
。

（
31
）

京
都
地
裁
昭
和
四
一
年
四
月
一
五
日
判
決
・
訟
務
月
報
一
二
巻
六
号
八
六
八
頁
、
大
阪
高
裁
昭
和
四
二
年
一
二
月
二
五
日
判
決
・
判
例
時
報
五
一

四
号
八
二
頁

（
32
）

札
幌
地
裁
昭
和
五
九
年
三
月
二
九
日
判
決
・
判
例
時
報
一
一
一
六
号
一
四
三
頁

（
33
）

前
掲
『
電
気
通
信
事
業
法
逐
条
解
説
』
三
九
頁
、
岡
村
久
道
『
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
法
律
﹇
改
訂
版
﹈』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
一
）
一
二
六
頁

（
34
）

前
掲
『
電
気
通
信
事
業
法
逐
条
解
説
』
三
九
頁
、
前
掲
『
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
法
律
』
一
二
七
頁
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（
35
）

電
話
盗
聴
装
置
か
ら
発
信
さ
れ
た
無
線
電
波
を
盗
聴
場
所
の
外
部
に
設
置
し
た
無
線
受
信
装
置
で
受
信
し
て
記
録
し
た
行
為
に
つ
い
て
、
東
京
地

裁
平
成
一
六
年
一
一
月
一
七
日
判
決
（
平
成
一
五
年
（
特
わ
）
第
七
五
二
一
号
、
平
成
一
五
年
（
特
わ
）
第
七
八
〇
三
号
、
平
成
一
六
年
（
特
わ
）
第

一
六
六
号
、
平
成
一
六
年
（
刑
わ
）
第
一
一
三
七
号
）・
判
例
集
等
未
搭
載
（
武
富
士
盗
聴
事
件
）
は
、
被
傍
受
者
が
「
他
人
と
通
話
し
た
内
容
を
盗

聴
録
音
」
し
た
行
為
を
も
っ
て
「
気
通
信
事
業
者
の
取
扱
中
に
係
る
通
信
の
秘
密
を
侵
」
す
行
為
に
該
当
す
る
と
判
示
し
て
い
る
。

（
36
）

盛
岡
地
裁
昭
和
六
三
年
三
月
二
三
日
判
決
・
判
例
時
報
一
二
六
九
号
一
五
九
頁

（
37
）

横
浜
地
裁
平
成
一
五
年
一
月
三
一
日
判
決
・
刑
集
五
八
巻
四
号
三
〇
〇
頁
、
東
京
地
裁
平
成
一
六
年
五
月
七
日
判
決
（
平
成
一
五
年
（
刑
わ
）
第
二

三
一
七
号
、
平
成
一
五
年
（
特
わ
）
第
七
二
六
〇
号
、
平
成
一
五
年
（
特
わ
）
第
七
八
〇
二
号
）・
裁
判
所
サ
イ
ト
、「
最
新
判
例
に
み
る
身
近
な
犯
罪

（
９
）
―
―
中
傷
・
盗
聴
に
か
か
わ
る
犯
罪
（
平
成
一
四
・
三
・
二
六
札
幌
地
判
、
平
成
一
四
・
六
・
一
三
大
阪
高
判
、
平
成
一
六
・
四
・
二
二
大
阪

高
判
、
平
成
一
六
・
五
・
七
東
京
地
判
）」
捜
査
研
究
五
八
巻
一
〇
号
八
七
頁

（
38
）

前
掲
東
京
地
裁
平
成
一
六
年
一
一
月
一
七
日
判
決

（
39
）

例
え
ば
、
か
な
り
大
き
な
フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
の
電
磁
的
記
録
を
傍
受
す
る
た
め
に
、
伝
送
中
の
一
個
の
フ
ァ
イ
ル
を
傍
受
し
終
え
る
ま
で
に
長
時

間
を
要
し
た
場
合
な
ど
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
ク
セ
ス
集
中
に
よ
る
輻
輳
な
ど
に
起
因
し
て
通
信
回
線
の
状
況
が
悪
く
、
結
果
的
に
通
信
傍

受
を
完
了
す
る
ま
で
に
比
較
的
長
い
時
間
を
要
し
た
場
合
な
ど
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
40
）

前
掲
『
電
気
通
信
事
業
法
逐
条
解
説
』
三
九
頁
、
前
掲
『
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
法
律
』
一
二
七
頁

（
41
）

東
京
地
裁
平
成
一
四
年
四
月
三
〇
日
判
決
（
平
成
一
一
年
（
刑
わ
）
第
三
二
五
五
号
）・
裁
判
所
サ
イ
ト
は
、
特
定
の
加
入
電
話
に
関
す
る
契
約
者

の
氏
名
、
電
話
番
号
、
電
話
の
設
置
場
所
、
連
絡
先
な
ど
の
情
報
」（
基
本
情
報
照
会
）
及
び
特
定
の
加
入
電
話
に
関
す
る
「
電
話
料
金
の
請
求
書
の

送
付
先
や
支
払
状
況
な
ど
に
関
す
る
情
報
」（
料
金
基
本
情
報
）
に
属
す
る
デ
ー
タ
の
記
録
行
為
に
つ
い
て
、
特
定
の
通
話
と
の
関
係
で
の
秘
密
性
を

有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
電
気
通
信
事
業
法
に
規
定
す
る
罰
則
の
適
用
は
な
い
旨
を
判
示
し
て
い
る
。

（
42
）

東
京
地
裁
平
成
九
年
一
二
月
二
二
日
判
決
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
一
一
号
一
八
六
頁

（
43
）

最
高
裁
平
成
一
六
年
四
月
一
九
日
判
決
・
刑
集
五
八
巻
四
号
二
八
一
頁
（
前
掲
横
浜
地
裁
平
成
一
五
年
一
月
三
一
日
判
決
の
事
件
の
上
告
審
判
決
）

（
44
）

前
掲
『
電
気
通
信
事
業
法
逐
条
解
説
』
三
九
頁
、
前
掲
『
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
法
律
』
一
二
七
頁

（
45
）

他
人
宛
の
電
子
メ
ー
ル
が
誤
っ
て
配
信
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
場
合
が
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。
郵
便
物
の
誤
配
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。

（
46
）

前
掲
高
橋
ら
「
通
信
の
秘
密
の
数
奇
な
運
命
（
制
定
法
）」
二
五
頁
は
概
念
に
明
確
性
が
欠
け
て
い
る
と
の
趣
旨
の
指
摘
を
し
て
い
る
。

（
47
）

前
掲
『
電
気
通
信
事
業
法
逐
条
解
説
』
三
六
頁
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（
48
）

前
掲
『
電
気
通
信
事
業
法
逐
条
解
説
』
三
四
頁

（
49
）

一
般
的
な
理
解
に
よ
れ
ば
、
通
信
内
容
を
知
得
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
知
得
し
た
内
容
に
従
い
、
一
定
内
容
の
通
信
や
出
版
そ
の
他
の
表
現
行
為

を
禁
止
す
る
こ
と
を
含
む
も
の
と
し
て
検
閲
の
概
念
が
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
そ
の
他
の
公
権
力
機
関
が
単
に
知
得
す
る
だ
け
で
も
国
民

の
表
現
の
自
由
に
対
し
て
か
な
り
重
大
な
事
前
抑
制
効
果
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
知
得
行
為
の
み
で
も
検
閲
が
成
立
す
る
と
解
す
る

の
が
正
し
い
。
す
る
と
、
検
閲
と
通
信
の
秘
密
の
侵
害
と
で
基
本
的
に
内
容
的
な
相
違
は
存
在
し
な
い
こ
と
と
な
り
、
た
だ
、
加
害
行
為
の
主
体
が

国
そ
の
他
の
公
権
力
主
体
で
あ
る
か
そ
れ
以
外
の
者
で
あ
る
か
と
い
う
点
の
相
違
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
50
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
前
身
で
あ
る
電
信
電
話
公
社
は
公
法
人
で
あ
っ
た
の
で
、
法
人
と
し
て
通
信
の
秘
密
を
侵
害
す
る
行
為
は
、
国
ま
た
は
そ
の
機
関
の
行

為
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
事
案
に
も
よ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
理
論
的
に
は
、
電
信
電
話
公
社
に
よ
る
通
信
の
秘
密

侵
害
行
為
は
同
時
に
検
閲
行
為
を
も
構
成
し
得
た
と
解
さ
れ
る
。

（
51
）

前
掲
『
電
気
通
信
事
業
法
逐
条
解
説
』
三
七
頁

（
52
）

東
京
地
裁
平
成
八
年
四
月
二
三
日
判
決
（
平
成
七
年
（
合
わ
）
第
二
一
二
号
、
平
成
七
年
（
刑
わ
）
第
一
〇
一
一
号
、
平
成
七
年
（
特
わ
）
第
一
七

七
五
号
）・
判
例
集
等
未
搭
載
は
、
被
傍
受
者
方
の
「
玄
関
脇
機
械
倉
庫
内
の
電
話
配
電
盤
で
あ
る
一
〇
対
屋
内
端
子
か
ん
の
配
線
に
盗
聴
用
発
信
機

を
取
り
付
け
、
同
棟
一
階
出
入
口
付
近
植
込
み
内
に
自
動
録
音
装
置
付
受
信
機
を
設
置
し
」、
日
本
電
信
電
話
会
社
が
取
扱
中
の
「
通
信
の
秘
密
を
侵

そ
う
と
し
た
が
、
右
発
信
機
の
取
り
付
け
方
法
を
誤
っ
た
た
め
、
そ
の
目
的
を
遂
げ
な
か
っ
た
」
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
未
遂
罪
の
成
立
を
認
め
て

い
る
。
ま
た
、
前
掲
盛
岡
地
裁
昭
和
六
三
年
三
月
二
三
日
判
決
は
、
電
話
の
保
安
器
内
に
発
信
機
を
取
り
付
け
、
盗
聴
録
音
で
き
る
よ
う
な
状
態
に

お
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
発
信
機
を
「
発
見
さ
れ
、
取
り
外
さ
れ
た
た
め
、
盗
聴
録
音
の
目
的
を
遂
げ
な
か
っ
た
」
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
未
遂
罪
の

成
立
を
認
め
て
い
る
。
更
に
、
東
京
地
裁
昭
和
五
六
年
七
月
一
六
日
判
決
・
刑
事
裁
判
資
料
二
四
六
号
一
一
四
六
頁
は
、
傍
受
者
が
電
話
柱
に
登
り
、

接
続
端
子
函
内
の
加
入
電
話
の
電
話
回
線
に
盗
聴
用
発
信
機
を
仕
掛
け
直
そ
う
と
し
て
、「
同
端
子
函
内
に
あ
る
他
の
電
話
回
線
に
右
発
信
機
の
コ
ー

ド
を
接
続
さ
せ
た
う
え
」、
隣
家
の
「
垣
根
に
前
記
録
音
装
置
付
受
信
機
を
置
き
、
も
つ
て
、
同
公
社
の
取
扱
中
に
係
る
通
信
の
秘
密
を
侵
そ
う
と
し

た
が
、
右
発
信
機
の
コ
ー
ド
を
接
続
し
た
電
話
回
線
が
」
被
傍
受
者
の
「
加
入
電
話
の
電
話
回
線
に
隣
接
す
る
空
回
線
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
目
的

を
遂
げ
な
か
っ
た
」
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
未
遂
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。

（
53
）

刑
法
上
で
も
、
秘
密
を
侵
す
罪
と
し
て
は
、
同
法
一
三
三
条
（
信
書
開
封
罪
）
及
び
同
法
一
三
四
条
（
秘
密
漏
示
罪
）
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
り
、

国
そ
の
他
の
公
権
力
主
体
が
国
民
の
秘
密
を
侵
害
す
る
場
合
の
罪
を
定
め
て
い
な
い
。
日
本
国
憲
法
二
一
条
二
項
前
段
が
「
検
閲
は
、
こ
れ
を
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
日
本
国
の
憲
法
は
、
国
そ
の
他
の
公
権
力
主
体
が
検
閲
を
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
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を
当
然
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
国
そ
の
他
の
公
権
力
主
体
に
つ
い
て
そ
の
検
閲
の
禁
止
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
場
合
の
罰

則
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
た
極
め
て
奇
妙
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
罰
則
の
欠
缺
の
一
種
だ
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
公

務
員
が
実
行
す
る
検
閲
に
つ
い
て
は
、
事
案
に
よ
り
、
刑
法
一
九
三
条
に
規
定
す
る
公
務
員
職
権
濫
用
罪
が
成
立
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
（
た
だ
し
、

全
て
の
タ
イ
プ
の
検
閲
行
為
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。）。
し
か
し
、
同
条
に
規
定
す
る
法
定
刑
は
二
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
禁
固
で

あ
る
か
ら
、
私
人
で
あ
る
電
気
通
信
事
業
者
が
電
気
通
信
事
業
法
一
七
九
条
二
項
の
罪
を
実
行
し
た
場
合
と
懲
役
刑
の
上
限
が
同
じ
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
法
定
刑
の
比
較
か
ら
す
る
と
、
公
務
員
に
よ
る
検
閲
行
為
に
つ
い
て
は
、
私
人
に
よ
る
通
信
の
秘
密
侵
害
行
為
と
同
じ
程
度
に
し
か
処
罰
さ

れ
な
い
と
い
う
点
で
、
立
法
上
の
問
題
が
全
く
な
い
と
は
い
え
な
い
。

（
54
）

東
京
高
裁
平
成
九
年
六
月
二
六
日
判
決
・
訟
務
月
報
四
四
巻
五
号
六
六
〇
頁
は
、
日
本
共
産
党
幹
部
に
対
す
る
警
察
に
よ
る
盗
聴
事
件
に
つ
い
て
、

被
傍
受
者
方
の
電
話
回
線
に
隣
接
す
る
ア
パ
ー
ト
の
電
話
回
線
を
接
続
し
て
通
話
内
容
を
傍
受
す
る
行
為
は
有
線
電
気
通
信
法
所
定
の
通
信
の
秘
密

の
侵
害
行
為
に
該
当
す
る
と
判
示
し
て
い
る
。

（
55
）

構
内
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
場
合
、
実
際
に
は
、
有
線
通
信
と
無
線
通
信
と
の
混
合
物
で
あ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
た
め
、
法
令
の
適

用
に
関
し
て
も
、
有
線
電
気
通
信
法
と
電
波
法
と
が
競
合
し
て
適
用
さ
れ
得
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
適
用
す
べ
き
条
項
と
の
関
係
で
、
ど
の
よ

う
な
物
理
的
対
象
ま
た
は
物
理
現
象
に
対
し
て
法
令
が
適
用
さ
れ
る
の
か
を
丁
寧
に
観
察
す
る
と
、
一
般
論
と
し
て
は
適
用
可
能
な
法
令
が
競
合
し

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
一
つ
の
法
律
し
か
適
用
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
正
確
な
事
実
認
識
と
技
術
的
知
識
を
十
分
に
獲
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
56
）

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
を
含
む
。

（
57
）

今
泉
至
明
『
二
〇
〇
五
年
改
訂
版
電
波
法
要
説
』（
財
団
法
人
電
気
通
信
振
興
会
、
二
〇
〇
五
）
二
三
〇
頁
以
下

（
58
）

前
掲
『
電
波
法
要
説
』
二
三
二
頁

（
59
）

前
掲
『
電
波
法
要
説
』
二
三
一
頁

（
60
）

無
線
通
信
の
内
容
が
秘
密
で
あ
る
場
合
に
の
み
罰
則
の
適
用
が
あ
る
。
無
線
通
信
の
内
容
が
秘
密
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
証
拠
に
よ
る
証

明
が
な
い
場
合
に
つ
い
て
、
大
阪
地
裁
岸
和
田
支
部
昭
和
五
二
年
六
月
三
日
判
決
・
刑
集
三
四
巻
六
号
四
八
三
頁
は
、「
単
に
無
線
通
信
の
存
在
や
そ

の
内
容
を
漏
ら
す
の
み
で
は
罰
則
の
適
用
は
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
傍
受
し
た
通
信
内
容
が
秘
密
で
あ
る
か
ど
う
か
は
証
拠
上
明
ら
か

で
な
い
と
し
て
、
こ
の
公
訴
事
実
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
無
罪
の
判
決
を
し
た
。

（
61
）

電
波
法
所
定
の
「
漏
示
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
東
京
高
裁
昭
和
五
二
年
九
月
一
四
日
判
決
・
刑
裁
月
報
九
巻
九
・
一
〇
号
六
〇
五
頁
は
、「
無
線
通
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信
が
誰
か
ら
誰
宛
に
行
な
わ
れ
た
か
と
い
う
事
実
、
ま
た
は
そ
の
行
な
わ
れ
た
通
信
の
意
味
内
容
を
他
人
に
漏
ら
し
、
ま
た
他
人
が
知
り
う
る
状
態

に
置
く
こ
と
を
指
す
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。
な
お
、
同
判
決
は
、「
受
信
し
た
無
線
通
信
を
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て

二
人
以
上
の
者
が
同
時
に
聴
取
し
た
場
合
、
必
ず
し
も
そ
の
全
員
が
共
同
し
て
無
線
通
信
を
傍
受
し
た
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、

当
該
無
線
機
を
購
入
ま
た
は
所
持
し
、
こ
れ
に
よ
り
無
線
通
信
を
聴
取
す
る
に
至
っ
た
目
的
、
経
緯
、
購
入
ま
た
は
所
持
し
た
無
線
機
の
使
用
管
理

の
状
況
等
か
ら
共
同
傍
受
者
の
範
囲
を
確
定
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
共
同
傍
受
者
と
認
め
ら
れ
な
い
者
は
共
同
傍
受
者
と
同
時
に
無
線
内
容
を
聴
取
し

た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
共
同
傍
受
者
が
受
信
し
た
無
線
通
信
の
内
容
を
聞
か
さ
れ
る
第
三
者
の
立
場
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
通
信
の
秘
密
を
漏
ら
す

相
手
方
と
な
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
も
判
示
し
て
い
る
。

（
62
）

電
波
法
所
定
の
「
窃
用
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
最
高
裁
昭
和
五
五
年
一
一
月
二
九
日
判
決
・
刑
集
三
四
巻
六
号
四
八
〇
頁
は
「
無
線
局
の
取
扱
中
に

係
る
無
線
通
信
の
秘
密
を
発
信
者
又
は
受
信
者
の
意
思
に
反
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
い
う
」
と
判
示
し
て
い
る
（
前
掲
大
阪
地
裁
岸
和
田
支
部
昭
和

五
二
年
六
月
三
日
判
決
の
上
告
審
判
決
）。

（
63
）

前
掲
『
電
波
法
要
説
』
二
三
二
頁

（
64
）

ペ
ア
キ
ー
方
式
の
公
開
鍵
暗
号
を
応
用
し
た
電
子
署
名
の
付
さ
れ
た
通
信
は
、
暗
号
化
さ
れ
た
通
信
の
一
種
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
開
鍵
を
利
用

可
能
な
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も
復
号
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
味
で
は
公
開
鍵
を
利
用
可
能
な
者
は
常
に
潜
在
的
な
通
信
当
事
者
た
り
得
る
と
換
言

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
公
開
鍵
に
よ
る
電
子
署
名
の
付
さ
れ
た
暗
号
通
信
が
無
線
通
信
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
電
波

法
一
〇
九
条
の
二
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
解
す
る
。
な
お
、
電
子
署
名
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
夏
井
高
人
『
電
子
署
名
法
―
電
子
文
書
の
認

証
と
運
用
の
し
く
み
』（
リ
ッ
ク
テ
レ
コ
ム
、
二
〇
〇
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
65
）

東
京
地
裁
平
成
一
四
年
六
月
一
三
日
判
決
（
平
成
一
四
年
（
特
わ
）
第
三
〇
〇
〇
号
）・
判
例
集
等
未
搭
載
、
東
京
地
裁
平
成
一
四
年
三
月
二
〇
日

判
決
（
平
成
一
四
年
（
刑
わ
）
二
六
三
一
号
、
平
成
一
二
年
（
特
わ
）
五
六
六
号
）・
判
例
集
等
未
搭
載

（
66
）

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（P

h
ish
in
g

）
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
特
定
の
企
業
や
官
庁
等
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
の
信
頼
性
を
電
子
的
に
証
明
す
る
た
め
の
認
証
局

に
ハ
ッ
キ
ン
グ
（
不
正
ア
ク
セ
ス
）
し
た
上
で
、
認
証
局
の
電
子
証
明
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
各
種
デ
ー
タ
の
無
権
限
書
き
換
え
を
実
行
す
る
よ
う

な
攻
撃
が
現
実
に
存
在
す
る
こ
と
（
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｃ
Ａ
で
あ
るD

ig
iN
o
ta
r

に
対
す
る
攻
撃
事
例
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

研
究
（
二
）
―
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（P

h
ish
in
g

）
に
関
す
る
比
較
法
的
検
討
」
の
中
で
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
は
、「
誰
も
信
用
で
き
な
い
」
と
い
う
状
況
が
い
つ
発
生
し
て
も
全
く
不
思
議
で
は
な
い
と
い
う
非
常
に
危
険
な
事
態
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う

事
実
を
認
識
・
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
逃
れ
る
方
法
は
あ
る
。
そ
れ
は
、
事
柄
の
本
質
や
そ
の
重
要
性
の
程
度
に
応
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じ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
Ｉ
Ｔ
機
器
類
や
電
気
通
信
を
信
用
せ
ず
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
な
い
（
逆
か
ら
言
え
ば
、
攻
撃
さ
れ
て
も
損
失
が
発
生
し
よ
う

が
な
い
場
合
だ
け
Ｉ
Ｔ
機
器
類
や
電
気
通
信
等
を
利
用
す
る
）
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

（
67
）

P
C

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
支
配
が
完
全
に
奪
わ
れ
無
権
限
で
リ
モ
ー
ト
操
作
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
及
び
そ
の
実
例
に

関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
報
道
が
あ
る
。

　T
ren
d
n
et
secu
rity

ca
m
fl
a
w
ex
p
o
ses
v
id
eo
feed
s
o
n
n
et
(B
B
C
:
7
F
eb
ru
a
ry
2
0
1
2
)

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.b
b
c.co
.u
k
/
n
ew
s/
tech
n
o
lo
g
y
-1
6
9
1
9
6
6
4

﹇
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
日
確
認
﹈

　B
a
n
k
in
g
M
a
lw
a
re
M
o
n
ito
rs
V
ictim

s
b
y
H
ija
ck
in
g
W
eb
ca
m
s
a
n
d
M
icro
p
h
o
n
es,
R
esea
rch
ers
S
a
y
(P
C
W
o
rld
:
M
a
y

2
3
,
2
0
1
2
)

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.p
cw
o
rld
.co
m
/
b
u
sin
esscen

ter/
a
rticle/

2
5
5
9
7
9
/
b
a
n
k
in
g
m
a
lw
a
re
m
o
n
ito
rs
v
ictim

s
b
y
h
ija
ck
in
g

﹇
二
〇
一

二
年
一
一
月
二
日
確
認
﹈

（
68
）

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（P

h
ish
in
g

）
の
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
に
、
被
害
者
を
道
具
と
す
る
間
接
正
犯
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
が
あ

る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
掲
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
（
二
）
―
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（P

h
ish
in
g

）
に
関
す
る
比
較
法
的
検
討
」
で
論
じ
た
と
お

り
で
あ
る
。

（
69
）

他
の
誰
と
も
通
信
し
て
い
な
い
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
の
状
態
に
あ
り
、
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
に
な
っ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
リ
モ
ー
ト
操
作
に
よ
っ

て
自
動
的
に
起
動
さ
せ
た
上
で
、
当
該
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
内
部
に
あ
る
小
型
デ
ィ
ス
ク
や
メ
モ
リ
チ
ッ
プ
等
の
中
に
記
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を

検
出
・
取
得
し
、
加
害
者
の
と
こ
ろ
へ
と
自
動
伝
送
し
て
し
ま
う
よ
う
な
タ
イ
プ
の
マ
ル
ウ
ェ
ア
が
多
数
存
在
す
る
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
カ
メ
ラ
機
能
を
自
動
起
動
さ
せ
、
当
該
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
者
の
居
室
や
仕
事
場
等
の
様
子
を
盗
撮
し
、
そ
の
映
像
・
画
像
・
音
声
等
の
デ
ー

タ
を
リ
モ
ー
ト
操
作
で
自
動
伝
送
す
る
タ
イ
プ
の
マ
ル
ウ
ェ
ア
も
多
数
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
マ
ル
ウ
ェ
ア
の
感
染
率
は
、
一
般
に
想
定
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
よ
り
も
か
な
り
高
い
と
推
定
す
る
研
究
者
が
少
な
く
な
い
し
、
現
に
そ
の
よ
う
な
実
例
が
あ
る
。

（
70
）

前
掲
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
（
二
）
―
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（P

h
ish
in
g

）
に
関
す
る
比
較
法
的
検
討
」

（
71
）

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
、
コ
ン
パ
イ
ラ
を
用
い
て
コ
ン
パ
イ
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
機
械
語
命
令
で
構
成
さ
れ
る
実
行
モ
ジ
ュ
ー
ル
へ
と
変
換
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
イ
ン
タ
プ
リ
タ
で
実
行
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
イ
ン
タ
プ
リ
タ
に
よ
っ
て
逐
次
的
に
解
釈
さ
れ
機
械
語
命
令
と
し
て

実
行
さ
れ
る
の
で
、
コ
ン
パ
イ
ル
に
よ
る
一
括
し
て
機
械
語
命
令
に
変
換
す
る
よ
う
な
処
理
を
要
し
な
い
。
現
実
に
は
、
純
粋
な
機
械
語
命
令
だ
け

で
構
成
さ
れ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
プ
リ
タ
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
と
機
械
語
命
令
と
が
混
在
し
た
よ
う
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な
形
式
で
存
在
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
数
存
在
す
る
。
ま
た
、
通
常
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
の
際
に
用
い
ら
れ
る
設
定
フ
ァ

イ
ル
、
パ
ラ
メ
ー
タ
の
リ
ス
ト
、
正
規
ラ
イ
セ
ン
ス
を
認
証
す
る
た
め
の
各
種
デ
ー
タ
な
ど
は
、
単
純
な
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
と
し
て
存
在
し
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
な
し
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
を
構
成
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
72
）

法
令
の
適
用
関
係
で
は
、
単
に
「
刑
法
一
六
八
条
の
二
第
一
項
一
号
及
び
同
項
二
項
の
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
に
該
当
す
る
」
ま
た
は
「
刑
法
一

六
八
条
の
二
第
一
項
の
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
に
該
当
す
る
」
等
と
す
れ
ば
足
り
る
。

（
73
）

こ
こ
で
は
、
通
信
傍
受
の
機
能
を
全
く
有
し
な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
「
通
信
傍
受
の
用
に
供
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
る
ス
パ
イ
ウ
ェ

ア
そ
の
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
か
ら
除
外
し
て
考
え
て
い
る
。
他
方
、
例
え
ば
、S

tu
x
n
et

やF
la
m
e

ま
た
は
こ
れ
ら
か
ら
派
生
し

た
各
種
マ
ル
ウ
ェ
ア
の
よ
う
に
、
通
信
傍
受
の
機
能
を
含
め
、
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
と
し
て
の
ほ
ぼ
全
て
の
機
能
を
有
す
る
も
の
は
「
通
信
傍
受
の
用
に

供
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
る
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
そ
の
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
に
含
め
て
考
え
て
い
る
。
要
す
る
に
、
客
観
的
に
そ
の
よ

う
な
機
能
を
有
す
る
か
否
か
が
重
要
で
あ
る
。

（
74
）

西
田
典
之
『
刑
法
各
論
（
第
六
版
）』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
）
三
八
九
頁
以
下
は
、
主
と
し
て
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
」
を
念
頭
に
置
い
た
記

述
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
書
三
九
〇
頁
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
発
症
す
る
と
生
ず
る
結
果
の
一
例
と
し
て
「
外
部
へ
の
送

信
等
に
よ
る
情
報
侵
害
」
を
あ
げ
て
い
る
。「
外
部
へ
の
送
信
等
に
よ
る
情
報
侵
害
」
は
、
ま
さ
に
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
及
び
ト
ロ
イ
の
木
馬
の
基
本
機
能

の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
同
書
で
は
、
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
の
一
種
で
あ
る
と
認
識
・
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
75
）

例
外
と
し
て
、
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
実
行
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用
者
が
、
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
機
能
を
十
分
に
認
識
・
理
解
し
た

上
で
、
事
前
に
同
意
し
て
い
る
場
合
な
ど
に
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
。
な
お
、
前
掲
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
消
費

者
保
護
法
で
は
、
①
権
限
を
有
す
る
者
に
よ
る
機
器
類
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
リ
モ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
場
合
、
②
権
限
を
有
す
る
ベ
ン
ダ
に
よ
っ

て
ブ
ラ
ウ
ザ
そ
の
他
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
な
さ
れ
る
場
合
、
③
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
た
め
に
な
さ
れ
る
場
合
、

④
権
限
の
あ
る
者
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
モ
ー
ト
診
断
の
場
合
、
⑤
裁
判
所
の
発
す
る
令
状
に
基
づ
く
犯
罪
捜
査
そ
の
他
の
法

執
行
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
に
は
「
正
当
な
理
由
」
が
あ
る
と
の
趣
旨
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。
一
般
に
、
こ
れ
ら
の
行
為
が
実
行
さ
れ

る
場
合
、
そ
れ
が
正
当
な
理
由
に
基
づ
く
と
し
て
も
、
当
該
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者
に
と
っ
て
は
想
定
外
ま
た
は
想
定
で
き
な
い
（
当

該
利
用
者
の
意
図
に
反
す
る
）
動
作
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

（
76
）

「
人
」
に
は
自
己
（
加
害
者
本
人
）
を
含
ま
な
い
か
ら
、
自
己
以
外
の
他
人
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
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（
77
）

例
外
と
し
て
、
他
の
者
が
管
理
・
支
配
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
は
通
信
回
線
等
に
よ
っ
て
接
続
さ
れ
て
い
な

い
隔
絶
さ
れ
た
閉
鎖
的
な
環
境
内
に
お
い
て
、
製
品
開
発
や
学
術
研
究
等
の
目
的
で
、
そ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
合
理
的
に
必
要
な
範
囲
内
に
限
定

し
て
、
通
信
傍
受
機
能
の
あ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
作
成
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、「
人
の
電
子
計
算
機
に
お
け
る
実
行
の
用
に
供
す
る
目
的
」
が
な
い
。

（
78
）

本
人
が
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
存
在
を
認
識
し
て
い
て
も
、
虚
偽
内
容
の
説
明
そ
の
他
の
欺
く
行
為
に
よ
り
、
本
人
に
誤
解
や
錯
誤
を
生
じ
さ
せ
て

い
る
場
合
に
は
、
本
人
が
知
ら
な
い
間
に
な
さ
れ
た
の
と
同
価
値
の
状
況
に
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
掲
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
消
費
者
保
護
法
で
は
、
欺
罔
す
る
た
め
の
手
段
を
用
い
て
、
①
消
去
ま
た
は
機
能
停
止
し
て
い

な
い
の
に
消
去
ま
た
は
機
能
停
止
に
な
っ
た
と
錯
覚
さ
せ
る
場
合
、
②
利
用
者
が
消
去
ま
た
は
機
能
停
止
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
そ
う
な
ら
な
い
の
に

い
つ
で
も
消
去
ま
た
は
機
能
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
錯
覚
さ
せ
る
場
合
、
③
虚
偽
内
容
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
誤
解
さ
せ
、
消

去
ま
た
は
機
能
停
止
を
断
念
さ
せ
る
場
合
な
ど
を
そ
の
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

（
79
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、「
多
機
能
携
帯
電
話
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
実
質
は
、
無
線
に
よ
る
通
信
機
能
を
有
す
る
小
型
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
電
話
機
で
は
な
い
の
で
、
Ｐ
Ｃ
と
同
様
に
「
電
子
計
算
機
」
に
該
当
す
る
。
い
わ
ゆ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
Ｐ
Ｃ
、
電
子
ブ
ッ
ク

閲
覧
用
端
末
装
置
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
操
作
用
端
末
装
置
等
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。

（
80
）

ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
は
、
利
用
者
本
人
が
認
識
し
て
い
る
以
外
の
機
能
を
実
行
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
利
用
者
本
人
が
そ
の
よ
う
な
機
能
の
実
行
を

望
ん
で
い
な
い
場
合
に
は
「
意
図
に
反
す
る
」
こ
と
に
な
る
。
例
外
と
し
て
、
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
実
行
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用
者
が
、

当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
機
能
を
十
分
に
認
識
・
理
解
し
た
上
で
、
①
事
前
に
同
意
し
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
、
②
推
定
的
同
意
が
合
理
的
に
認
定
可

能
な
場
合
に
は
、「
意
図
に
反
す
る
」
動
作
で
は
な
い
。

（
81
）

前
掲
西
田
『
刑
法
各
論
』
三
九
一
頁

（
82
）

前
掲
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
（
二
）
―
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（P

h
ish
in
g

）
に
関
す
る
比
較
法
的
検
討
」

（
83
）

専
ら
犯
罪
行
為
の
遂
行
を
目
的
と
し
て
存
在
す
る
犯
罪
組
織
や
違
法
な
団
体
等
の
場
合
を
含
む
。
犯
罪
行
為
や
違
法
行
為
を
適
正
に
実
施
す
る
た

め
の
行
政
監
督
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
日
本
国
の
法
秩
序
の
下
に
お
い
て
は
あ
り
得
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
そ
の
よ
う
な
主
務
大
臣
が
存

在
し
得
る
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
、
広
域
暴
力
団
を
行
政
監
督
す
る
主
務
大
臣
は
、
組
織
犯
罪
が
適
正
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
行
政
監
督
す
べ
き
権
限

を
す
る
こ
と
に
な
る
（
す
な
わ
ち
、
広
域
暴
力
団
の
総
親
分
で
あ
る
こ
と
に
な
る
）
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
日
本
国
の
国
家
秩
序
の
下
で
は
決
し

て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
な
お
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
該
当
性
有
無
に
関
し
て
は
、
前
掲
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
個
人
情
報
保
護
の
新
課
題
』

九
三
頁
以
下
の
第
三
章
「
個
人
情
報
の
窃
取
・
漏
え
い
と
刑
事
罰
」﹇
石
井
夏
生
利
﹈
が
参
考
に
な
る
。
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（
84
）

競
馬
の
騎
手
が
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
情
報
を
電
話
盗
聴
に
よ
り
取
得
し
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る
判
決
と
し
て
、F

ra
n
co
m
e
v
M
irro
r

G
ro
u
p
N
ew
sp
a
p
ers
L
im
ited

[1
9
8
4
]
2
A
ll
E
R
4
0
8

が
あ
る
。

（
85
）

こ
の
よ
う
に
解
す
る
場
合
、
電
波
法
に
規
定
す
る
暗
号
化
さ
れ
た
無
線
通
信
と
同
様
、
営
業
蜜
の
取
得
行
為
の
理
解
に
関
し
て
も
、
暗
号
を
解
読

す
る
行
為
を
も
っ
て
暗
号
通
信
の
傍
受
行
為
で
あ
り
か
つ
営
業
秘
密
の
不
正
取
得
行
為
で
あ
る
（
解
読
の
時
点
で
既
遂
に
達
す
る
）
と
解
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

（
86
）

条
文
そ
れ
自
体
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
権
限
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
許
容
さ
れ
な
い
行
為

で
あ
り
、
か
つ
、
営
業
秘
密
保
有
者
の
管
理
権
の
侵
害
を
構
成
す
る
行
為
を
広
く
含
む
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
87
）

経
済
産
業
省
「
営
業
秘
密
管
理
指
針
（
平
成
二
三
年
一
二
月
一
日
改
訂
）」
二
三
頁
は
、「
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
」
と
は
、「
公
序
良
俗
又
は
信

義
則
に
反
す
る
形
で
不
当
な
利
益
を
図
る
目
的
の
こ
と
を
い
い
、
自
ら
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
（
自
己
図
利
目
的
）
の
み
な
ら
ず
、
第
三
者
に
不

正
の
利
益
を
得
さ
せ
る
目
的
（
第
三
者
図
利
目
的
）
も
含
ま
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
88
）

前
掲
「
営
業
秘
密
管
理
指
針
」
二
三
頁
は
、「
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
」
と
は
、「
営
業
秘
密
の
保
有
者
に
対
し
、
財
産
上
の
損
害
、
信
用
の

失
墜
そ
の
他
の
有
形
無
形
の
不
当
な
損
害
を
加
え
る
目
的
の
こ
と
を
い
い
、
現
実
に
損
害
が
生
じ
る
こ
と
は
要
し
な
い
」
と
し
て
い
る
。

（
89
）

関
連
す
る
複
数
の
犯
罪
が
成
立
す
る
場
合
の
罪
数
に
関
し
て
は
、
前
掲
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
（
二
）
―
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（P

h
ish
in
g

）
に
関

す
る
比
較
法
的
検
討
」
の
中
で
も
若
干
の
検
討
を
加
え
た
。

（
90
）

電
波
法
に
お
い
て
は
傍
受
罪
（
一
〇
九
条
の
二
）。
以
下
同
じ
。

（
91
）

電
波
法
に
お
い
て
は
漏
示
罪
（
一
〇
九
条
）。
以
下
同
じ
。

（
92
）

電
波
法
の
場
合
に
は
窃
用
罪
（
一
〇
九
条
）。
以
下
同
じ
。

（
93
）

前
掲
西
田
『
刑
法
各
論
』
三
五
二
頁
は
、
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
罪
の
罪
数
に
つ
い
て
同
旨
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

（
94
）

例
え
ば
、
Ａ
及
び
Ｂ
間
で
特
定
電
子
計
算
機
の
ア
ク
セ
ス
の
た
め
に
用
い
る
識
別
符
号
を
電
子
メ
ー
ル
送
信
等
の
電
気
通
信
の
方
法
で
や
り
と
り
し

て
い
る
と
い
う
事
実
を
加
害
者
（
Ｘ
）
が
知
っ
て
お
り
、
Ｘ
が
不
正
ア
ク
セ
ス
を
実
行
す
る
た
め
に
、
Ａ
及
び
Ｂ
間
の
通
信
を
傍
受
し
、
そ
の
識
別
符

号
を
取
得
す
る
と
い
う
よ
う
な
事
例
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
Ｘ
が
Ａ
及
び
Ｂ
間
の
通
信
内
容
を
事
前
に
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
Ａ
及
び

Ｂ
間
の
通
信
に
対
す
る
通
信
傍
受
に
よ
り
知
得
し
た
内
容
を
Ｘ
が
認
識
・
理
解
し
た
後
に
は
、
取
得
し
た
通
信
内
容
の
中
に
識
別
符
号
に
該
当
す
る

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
Ｘ
が
保
管
・
提
供
し
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
は
、
応
用
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
95
）

不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
手
段
と
し
て
私
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
の
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
最
高
裁
平
成
一
九
年
八
月
八
日
判
決
・
刑
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集
六
一
巻
五
号
五
七
六
頁
は
、
併
合
罪
に
な
る
と
判
示
し
て
い
る
。

（
96
）

最
高
裁
昭
和
二
四
年
二
月
一
五
日
判
決
・
刑
集
三
巻
二
号
一
七
五
頁
、
最
高
裁
昭
和
五
五
年
二
月
二
九
日
判
決
・
刑
集
三
四
巻
二
号
五
六
頁
、
前

掲
西
田
『
刑
法
各
論
』
一
四
一
頁
、
山
口
　
厚
『
刑
法
各
論
（
第
二
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
）
一
八
五
頁
な
ど
。

（
97
）

例
え
ば
、
通
信
傍
受
の
対
象
と
な
る
者
（
Ａ
及
び
Ｂ
）
が
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
そ
の
他
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
者
で
あ
り
、

か
つ
、
電
子
メ
ー
ル
等
を
用
い
て
犯
罪
実
行
用
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
デ
ー
タ
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
加
害
者
（
Ｘ
）
が
知
っ
て
お

り
、
Ａ
及
び
Ｂ
間
で
や
り
と
り
さ
れ
て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
デ
ー
タ
を
通
信
傍
受
の
手
段
に
よ
り
取
得
す
れ
ば
自
ら
も
別
の
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為

そ
の
他
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
行
為
を
容
易
に
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
そ
の
目
的
で
、
Ｘ
が
、
Ａ
及
び
Ｂ
間
の
通
信
を
傍
受
し
、
そ
の
通
信

内
容
を
知
得
す
る
と
い
っ
た
事
例
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
Ｘ
が
Ａ
及
び
Ｂ
間
の
通
信
内
容
を
事
前
に
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
Ａ
及
び
Ｂ

間
の
通
信
に
対
す
る
通
信
傍
受
に
よ
り
知
得
し
た
内
容
を
Ｘ
が
認
識
・
理
解
し
た
後
に
は
、
取
得
し
た
通
信
内
容
の
中
に
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
に

該
当
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
自
ら
が
使
用
す
る
目
的
で
Ｘ
が
保
管
・
提
供
・
供
用
し
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
は
、
応

用
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
98
）

経
済
産
業
省
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
関
す
る
法
律
の
諸
外
国
調
査
報
告
書
」（
二
〇
〇
三
）、
土
屋
恵
司
「
米
国
に
お
け
る
二
〇
〇
二
年
国
土
安

全
保
障
法
の
制
定
」
外
国
の
立
法
二
二
二
号
一
頁
、
植
月
献
二
「
Ｅ
Ｕ
の
情
報
通
信
規
制
改
革
―
急
速
な
通
信
環
境
変
化
へ
の
対
応
―
」
外
国
の
立
法

二
四
六
号
四
二
頁
、
一
般
財
団
法
人
日
本
Ｉ
Ｔ
Ｕ
協
会
「
欧
州
情
報
通
信
政
策
動
向
調
査
報
告
書
（
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
四
日
）」、
岡
本
秀
之
・
一

戸
信
哉
・
坂
部
　
望
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
通
信
法
制
―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
関
係
法
の
調
査
研
究
―
（R

IT
E
9
8
-J
0

）」、
米

丸
恒
治
「
ド
イ
ツ
流
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
規
制
―
情
報
・
通
信
サ
ー
ビ
ス
大
綱
法
の
検
討
」
立
命
館
法
学
二
五
五
号
一
〇
二
九
頁
な
ど
が
あ
る
。
海

外
法
令
の
翻
訳
と
し
て
は
、
大
谷
健
太
朗
編
・
監
訳
「
英
国
通
信
法
―C

o
m
m
u
n
ica
tio
n
s
A
ct
2
0
0
3

の
解
説
と
翻
訳
―
（R

IT
E
0
3
-J
1
0

）」
な

ど
が
あ
る
。

（
99
）

日
本
国
の
国
内
法
に
限
定
し
た
場
合
で
も
、
通
信
関
連
法
令
（
政
令
、
条
例
、
規
則
、
通
達
等
を
含
む
。）
の
全
て
に
精
通
し
た
研
究
者
の
数
は
極

め
て
少
な
く
、
し
か
も
関
連
す
る
全
て
の
法
的
課
題
に
対
し
て
適
切
に
対
応
で
き
る
能
力
を
有
す
る
研
究
者
は
皆
無
に
等
し
い
。

（
100
）

§2
5
1
1
.
In
tercep

tio
n
a
n
d
d
isclo

su
re
o
f
w
ire,
o
ra
l,
o
r
electro

n
ic
co
m
m
u
n
ica
tio
n
s
p
ro
h
ib
ited

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.g
p
o
.g
o
v
/
fd
sy
s/
p
k
g
/
U
S
C
O
D
E
-2
0
1
1
-title1

8
/
p
d
f/
U
S
C
O
D
E
-2
0
1
1
-title1

8
-p
a
rtI-ch

a
p
1
1
9
-sec2

5
1
1
.p
d
f

﹇
二

〇
一
二
年
一
一
月
二
日
確
認
﹈

（
101
）

T
eleco

m
m
u
n
ica
tio
n
s
(In
tercep

tio
n
a
n
d
A
ccess)

A
ct
1
9
7
9
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h
ttp
:/
/
w
w
w
.1
8
0
0
ca
u
g
h
t.co
m
.a
u
/
p
d
f/
T
eleco

m
m
u
n
ica
tio
n
s%
2
0
In
tercep

tio
n
a
n
d
A
ccess%

2
0
%
2
0
A
ct%
2
0
1
9
7
9
.p
d
f

﹇
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
日
確
認
﹈

（
102
）

米
国
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
に
適
用
可
能
な
法
令
に
関
す
る
研
究
等
が
非
常
に
盛
ん
で
あ
り
、
毎
年
の
よ
う
に
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
を

規
制
対
象
と
す
る
連
邦
法
案
が
提
案
さ
れ
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
自
動
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
よ
る
電
子
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
よ
う
と
す
る

勢
力
の
ほ
う
が
優
勢
で
あ
り
、
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
規
制
法
の
立
法
は
成
功
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
現
行
法
の
適
用
に
つ
い
て
の
検
討
も
重
ね
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
部
分
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
最
も
詳
細
な
検
討
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、D

a
n
iel

B
.
G
a
rrie,

A
la
n
F
.
B
la
k
ley,
M
a
tth
ew
J
.
A
rm
stro
n
g
,
L
eg
a
l
S
ta
tu
s
o
f
S
p
y
w
a
re,
5
9
F
ed
.
C
o
m
m
.
L
.J
.
1
6
1
,
J
a
n
u
a
ry
2
0
0
7

で
あ
る
。

（
103
）

原
則
と
し
て
直
訳
と
し
た
が
、
日
本
語
と
し
て
は
理
解
し
難
い
部
分
に
つ
い
て
は
補
っ
て
意
訳
し
た
。
な
お
、
用
語
の
意
味
に
つ
い
て
は
、1

8

U
.S
.C
.§
2
5
1
0

で
定
義
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
定
義
に
従
い
、
最
も
適
切
と
思
わ
れ
る
日
本
語
を
訳
語
と
し
て
選
定
し
た
。

（
104
）

﹇
訳
注
﹈
第
二
五
一
一
条
は
、
第
一
八
款
第
一
一
九
条
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（
105
）

﹇
訳
注
﹈
適
法
な
犯
罪
捜
査
を
妨
害
す
る
た
め
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
適
法
に
実
行
さ
れ
た
通
信
傍
受
に
よ
り
得
ら
れ
た
傍
受
内
容
で
あ
る
情
報

を
開
示
す
る
行
為
を
禁
ず
る
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
。

（
106
）

﹇
訳
注
﹈
衛
星
テ
レ
ビ
放
送
の
受
信
及
び
音
楽
放
送
の
受
信
に
つ
い
て
は
、
そ
の
通
信
が
暗
号
化
ま
た
は
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

営
利
の
目
的
で
受
信
す
る
者
の
み
を
処
罰
す
る
と
い
う
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
。

（
107
）

﹇
訳
注
﹈
営
利
の
目
的
の
な
い
衛
星
ビ
デ
オ
通
信
及
び
連
邦
通
信
委
員
会
が
定
め
る
周
波
数
帯
の
範
囲
内
に
あ
る
無
線
通
信
の
受
信
に
つ
い
て
は
、

そ
の
通
信
が
暗
号
化
ま
た
は
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
連
邦
政
府
が
原
告
と
な
っ
て
民
事
制
裁
金
の
支
払
を
求
め
る
民
事
訴
訟
を
提

起
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
国
で
は
、
近
似
す
る
法
的
な
制
裁
と
し
て
、
行
政
罰
の
一
種
で
あ
る
過
料
の
制
裁
が
こ
れ

に
相
当
す
る
。
米
国
法
で
は
、
行
政
官
庁
に
よ
っ
て
行
政
罰
が
実
行
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
米
国
政
府
が
原
告
と
な
り
違
反
者
が
被
告
と
な
る
民
事

訴
訟
に
お
い
て
、
民
事
罰
と
し
て
の
制
裁
金
の
支
払
い
が
強
制
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
日
本
国
の
行
政
上
の
制
裁
制
度
と
は
異
な
っ
た
法
制
度
を
採

用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
日
本
国
で
は
、
電
波
法
に
基
づ
い
て
所
管
官
庁
で
あ
る
総
務
省
が
無
線
通
信
に
用
い
る
電
波
の
周
波
数
帯
に
つ

い
て
、
そ
の
割
り
当
て
を
す
る
。

（
108
）

次
の
よ
う
な
報
道
が
あ
る
。
た
だ
し
、
本
論
文
執
筆
時
点
（
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
日
）
に
お
い
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
国
務
長
官

（A
tto
rn
ey
G
en
era
l

）
の
公
式
サ
イ
ト
上
で
、
こ
の
点
に
関
す
る
公
式
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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（
109
）

本
論
文
は
、
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
（
平
成
二
三
年
〜
平
成
二
七
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


